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2020 年度の事業について
　2020 年。この年は、だれにとっても忘れ難い一年となりそうです。新型コロナウイル
スの感染が広がり、人の動きや経済活動が滞り、福祉の現場も大きな影響を被りました。
朝日新聞厚生文化事業団は 20 年度、「コロナ禍にあっても、実施できる事業は安全を考
慮して可能な限り実現させる」との方針を掲げ、事業を進めてまいりました。集客を前
提とするチャリティー事業などは中止・延期をやむなくされましたが、助成事業はほぼ
予定通りに行い、そのほかも多くをオンライン開催に転じることで実現させてまいりま
した。
　この間、支援団体などのみなさまから多くのご協力をいただきましたことを、改めま
して心より御礼申し上げます。

　コロナ関連では二つの緊急事業を児童福祉分野で行いました。20年春、感染拡大で給
食がなくなって食費がかさむ「ひとり親家庭」を支えるため、それら多くの家庭に緊急
でお米を届けました。また、アルバイトが減るなどした社会的養護出身の学生を支える
ために、一人一律 5万円の「緊急学生応援金」を全国の約 1400 人に給付いたしました。
　そのほか、精神疾患のある方の地域生活を支える事業、認知症関連事業など多くをオ
ンラインで実施。「朝日夏季保育大学」を衣替えした「朝日オンライン保育ラボ」などで
は、より多様な方に参加いただけるインターネットの新たな可能性を再認識するなどい
たしました。

　また、これまで実施してきた事業につきましても、厳しい経済環境にある若者への助
成を拡充したほか、九州地方を中心とした「7月豪雨」による被災者支援など、復興支
援事業に引き続き力をいれるなどしてまいりました。

　お互いに支え合い、だれもが安心して暮らせる社会を実現したい──。事業団はこれ
からも、コロナ収束後の社会も見据えながら、地域福祉の向上につながる「地域づくり」、
福祉を支える人材を育む「人づくり」、「支援の輪の拡大」という三つの軸にそって、思
い切り取り組んでいく所存です。
　今後とも事業団の活動への温かいご支援、ご協力をなにとぞよろしくお願い申し上げ
ます。

2021 年春
社会福祉法人　朝日新聞厚生文化事業団
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　２０２０ 年度は、以下の社会福祉事業が中止となりました。
・被災地ビジット（東京）
・朝日夏季保育大学（東京）
・みんなでパラリンピック（広島、大阪）
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事業の名称 7 月豪雨救援活動助成金
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 高齢者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 2020 年度

事業の概要

九州地方を中心とした「令和 2年 7月豪雨」の被災地で支援を行っている計 11
団体に、活動資金を助成しました。9月までに、熊本地震（2016 年）や西日本
豪雨（18 年）などで事業団から助成を受け活動を行った実績のある 7団体に、
緊急の活動に必要な資金として計540万 1800円。その後、継続した支援活動が
必要な地域での活動の資金として、4団体に計 654 万 7400 円を送りました。

時期 7 月～21 年 1 月

助成の目的 被災地の復旧、生活支援活動を資金面で支える。

助成団体

レスキューアシスト熊本（熊本市、70 万円）
熊本学園大学ボランティアセンター（同、100 万円）
フレンドシップ（同、100 万円）
熊本シニアネット（嘉島町、17 万 6800 円）
ハンズハンズ（同、80 万円）
ロハス南阿蘇たすけあい（南阿蘇村、100 万円）
Place3（同、72 万 5000 円）
人吉市災害ボランティアセンター（200 万円）
八代市復興ボランティアセンター（200 万円）
荒尾市社会福祉協議会（100 万円）
くまもと災害ボランティア団体ネットワークKVOAD（熊本市、154万 7400円）

助成した人数

助成総額 1194 万 9200 円

その他

助成団体による救援活動の様子。
左からレスキューアシスト熊本、人吉市災害ボランティアセンター、八代市復興ボランティアセンター
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事業名 朝日のあたる家
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 高齢者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団、NPO法人福祉フォーラム・東北

後援等

事業開始年度 2012 年度

事業の概要

朝日のあたる家は、当事業団の震災救援事業に寄せられた寄付金により、13年
2 月に誰でも気軽に立ち寄り、情報交換をしたり地域に根ざしたイベントを開
催する場として岩手県陸前高田市米崎町に開設され、これまでＮＰＯ法人「福
祉フォーラム・東北」の方々と共に歩みを進めて参りました。今年で、みなさ
まのご支援に支えられ 8周年を迎えることができました。

日時

場所 岩手県陸前高田市

事業の目的

東日本大震災被災地復興支援事業として実施しています。陸前高田市の住民の
方々はもちろんですが、地域の関係機関の方々ともさらに連携を深めながら、
朝日のあたる家が地域の資源として根付き、豊かな社会作りに寄与できるよう
な取り組みを進めています。

事業の内容

朝日のあたる家では、地域の方々の交流の場として、来られた方が心地よく過
ごせるような雰囲気づくりを目指しながら、地域の方々と一緒に数々のプログ
ラムを開催しています。

・「アップルカフェ（認知症カフェ）」
認知症の方やそのご家族、地域の方に自由にご参加いただき、認知症の方が
住み慣れた地域での暮らしを継続できるようなつどいの場
・「みんなでごはん」
食べる・作る・会う・参加するすべての楽しみを味わいながら元気を持続し
ていくことを願い開催。
・「いきいき百歳体操」
身体機能の維持だけでなく、心の豊かさを作り上げる。
・「生き活き朝日」（陸前高田市通所型サービスＢ事業）
17 年度より実施。百歳体操や交流活動などを開催。
・そのほかにも、手芸や囲碁・将棋などのサロンや、障がいのある方々がコー
ヒーを淹れておもてなしする「ほっとカフェ」、館長による「健康相談」など
も開催。

参加者数 2020 年度の利用者のべ 4159 人

参加費用 原則無料（一部イベントは有料）
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朝日のあたる家全景

認知症予防体操

「みんなでごはん」で出されたお弁当

囲碁サロン

青空カフェ
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事業の名称 陸前高田復興支援「たまご村」への助成支援
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 高齢者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 2020 年度

事業の概要

東日本大震災関連支援事業として、岩手県陸前高田市内で活動をしている一般
社団法人「トナリノ」が 20年度より新規開設した「たまご村プロジェクト（ヤ
ドカリ）」への助成です。
「たまご村」は若者や子育て世代、高齢者、障害者など年代や属性を超えて集
い、交流を育む場所であり、“食べる”“暮らす”“働く”の 3つのテーマで構成
されます。弁当提供、コワーキング、シェアオフィス、デイサービス、健康麻
雀、介護・看護事業所等々、様々な団体や取り組みが同じ場所で展開されるこ
とで、トータル的な地域支援を目指しています。
事業団は、活動に必要な什器や備品などの購入費用として 100 万円を助成しま
した。

時期 9 月

助成の目的
「たまご村プロジェクト（ヤドカリ）」の活動に必要なための什器や備品の購入
費用にあてる。

助成団体 一般社団法人トナリノ（岩手県陸前高田市）

助成した人数

助成総額 100 万円

その他

ミーティング等で使用するモニター 地域の皆さんと使用するミシン
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事業の名称 東松島グリーフ助成
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 2011 年度

事業の概要

東日本大震災以降継続して行っている、津波と地震を経験した子どもや、災害
で身近な人をなくした子どもたちを対象にした「心のケア事業」です。2018 年
度から地元の活動団体を設立し、事業団はこれまで、活動の主体となって運営
をしてきました。

時期 2021 年 2 月（送金）

助成の目的

今回の助成は、感染症対策の備品購入並びに今後 4年間の活動費用として実施
されました。震災から 10年がたち、地元団体も設立され、地域のニーズに合わ
せてグリーフサポート活動の変容も求められています。
2018 年から地元の人たちで運営できる体制が確立され、より地域密着型のサ
ポートが進められています。今後さらに震災以外で経験した離別や死別にも目
を向け、多くの方々の心のサポートを行う体制づくりを進めます。東松島子ど
もグリーフサポートでは今後も引き続き子どもたちの安心、安全な居場所作り
に向けて取り組んでいきます。

助成団体 東松島子どもグリーフサポート（宮城県石巻市）

助成した人数

助成総額 100 万円（内、備品代 20 万円）

その他

助成金で購入した備品
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事業の名称 アートでつなぐ子どもの絆プロジェクト 2020 への助成
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 アートでつなぐ子どもの絆プロジェクト 2020 推進委員会

後援等

事業開始年度 2020 年度

事業の概要

事業団は例年被災地へアーティストが訪問する復興ビジットを実施しています
が、20年度はコロナウイルス感染症拡大防止のため中止しています。そのため、
被災地の現場のNPOである「アートでつなぐ子どもの絆プロジェクト 2020 推
進委員会」による催しへ助成を行い、復興支援につなげます。この催しは、福
島県いわき市内の小学校で、土を素材に復興をイメージしたタイルを作成する
ものです。共同作業による人間関係の構築や、震災の記憶を後世に継承してい
くことを目的としています。

時期 9 月～12 月（制作）、9月（送金）

助成の目的
東日本大震災の被災地である福島県いわき市内の小学校でのイベントに資金面
で支援を行うことで、復興につなげること。

助成団体 アートでつなぐ子どもの絆プロジェクト 2020 推進委員会

助成した人数

助成総額 52 万 8750 円

その他

制作の様子 完成品
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東日本大震災へのご寄付、20 年度は 326 万円

　事業団の東日本大震災救援事業へ２０年度に寄せられたご寄付は、138件、3２6万 1００２円に
上りました。
　東日本大震災救援募金（震災直後から 1２年 3月末まで実施）も含めたご寄付の累計は、２０
年 3 月末で約 9万件、総額 3７ 億 5０33 万 14０ 円となりました。

【年度別】
1０ 年度　1７ 億 1７０3 万 9856 円▽ 11 年度　1７ 億 96２７ 万 3０5０ 円▽ 1２ 年度　1 億 136２ 万
4０5２ 円▽ 13 年度　45７２ 万 1384 円▽ 14 年度　２359 万 9869 円▽ 15 年度　184７ 万 ７０91 円
▽ 16 年度　955 万 86７6 円▽ 1７ 年度　７6７ 万 8２７8 円▽ 18 年度　７７4 万 ７348 円▽ 19 年度　
53０ 万 5２68 円
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事業の名称 新型コロナウイルス緊急学生応援金
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等 社会福祉法人カリヨン子どもセンター（協力）

事業開始年度 2020 年度

事業の概要
社会的養護の出身で日本国内の大学、短大、専門学校等に応募時点で在学中の
学生に一律 5万円（返済不要）を給付。

時期 5 月 15 日～6月 30 日（受付期間）

助成の目的
社会的養護で育った学生に対して「給付金」と「応援メッセージ」を届けるこ
とで、学業を継続するための一助となる。

助成団体

助成した人数 1412 人

助成総額 総額 7060 万円

その他
ご寄付：A-port クラウドファンディング 1388万 4439 円 724 件、直接寄付 576
万 1497 円 176 件

応援金とともにおくった応援メッセージ。
上が学生から、下は支援者から
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クラウドファンディングの寄付者等に送った報告書
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マ ケ ナ イ デ ア リ ガ ト ウ

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
緊 急 学 生 応 援 金

主催 社会福祉法人カリヨン子どもセンター協力

事 業 報 告 書

本部（東京）
〒104-8011　東京都中央区築地5－3－2
TEL 03-5540-7446 　FAX 03-5565‐1643

大阪事務所
〒530-8211　大阪市北区中之島2－3－18 
TEL 06-6201-8008 　FAX 06-6231-3004

名古屋事務所
〒460-8488　名古屋市中区栄1－3－3 
TEL 052-221-0307　FAX 052-221-5453

西部事務所
〒812-8511　福岡市博多区博多駅前２－１－１
TEL 092-477-6930 　FAX 092-477-6931

　12年間にわたり給付型奨学金事業を実施してきた当事業団の経験を生かし、社会福

祉法人カリヨン子どもセンターの協力を得て、社会的養護（児童養護施設、里親家庭、

ファミリーホーム、自立援助ホーム、子どもシェルター）の環境から巣立ち、大学や専門学

校等で学ぶ1412名の学生に対して一律5万円の応援金と応援メッセージを送付いたし

ました。給付総額7060万円は皆様からのご寄付と朝日新聞厚生文化事業団が拠出して

います。

　学生たちが育った社会的養護の出身種別は、児童養護施設が979名と最も多く、次い

で里親家庭282名、ファミリーホーム80名、自立援助ホーム67名、シェルター4名です。

学生が所属する学校種別は、大学が773名と最も多く、次いで専門学校394名、短期大

学145名、その他学校89名、高校専攻科11名です。

　学生の専攻は、「教育・子ども・保育」が最も多く、次いで「福祉・心理」、「医学・薬学・看護・リハビリ」が続きます。

　応援金を申し込んだ学生から同じ状況にある仲間に対して応援メッセージ
を募り、「マケナイデ～私たちはひとりじゃない～」と題したリーフレットにし
て届けたところ、以下のような反響を受け取っています。

●「頑張っている仲間がいることで、私も頑張ろうと思えます。」
●「同じ状況の人が、この国にたくさんいることを知ることができ、すごく心強
く思いました」
●「メッセージをみてたくさんの方が新型コロナウイルスの影響で窮屈な生
活を送っていることを知りました。なので、1人で乗り越えようとせず、また、
前向きに生活していこうと思えました」

緊急学生応援金の給付結果について

　社会的養護とは、さまざまな理由で親と暮らせない児童に対して、公的な責任として社会的に養護を行うことを

いいます。日本全体で約4万5千人の子ども達が社会的養育のもとに暮らしています。

　厚生労働省の調査によると、養護問題発生により家庭での生活が困難だとみなされて社会的養護に至る背景に

は親の死亡や行方不明、離婚、拘禁、入院、精神疾患、虐待、経済的理由などがあります。その中でも虐待は約4割

を占めています。虐待とは一般的に親の養育拒否、放任、怠惰、酷使などを指しており、児童相談所が把握する虐

待件数は増え続けています。

　社会的養護は「子どもの最善の利益のために」「社会全体で子どもを育む」という基本理念の元に、さまざまな規

模や形の養育を推進しています。養育環境は大きく2つに分類されており、施設で児童を育てる「施設養育」と、家

庭的な環境で児童を育てる「家庭養育」があります。新型コロナウイルス緊急学生応援金の給付を受けた学生の

多くは「児童養護施設」または「里親家庭」の出身です。

「社会的養護」とは

「私たちは、ひとりじゃない」リーフレットへの反響

専攻と人数

教育・子ども・保育
福祉・心理

医学・薬学・看護・リハビリ
経営・商学・経済・政策

社会・人間科学・人文・宗教
その他

国際・外国語・観光
理学・工学・化学・農学

健康・スポーツ
栄養・食品・調理

美容・理容・ファッション
システム・情報

ゲーム・アニメ・音楽・タレント・声優
法律

文化・歴史・ライフデザイン
メディア・ビジネス

建築・デザイン・環境
動物
芸術

自動車・電気

250200150100500
出身の社会的養護と人数

シェルター自立援助ホーム

ファミリーホーム

里親

児童養護施設

467

80

282

979

学校種別と人数

その他学校
高校専攻科

専門学校

短大

大学

89
11

394

145

773

3 4

合計

その他学校

高校専攻科

専門学校

短期大学

大学

1412名

89名

11名

394名

145名

773名

7060万円給付総額

児童養護施設への措置理由

240

541

684

724

761

1061

1171

1277

1318

2733

4209

12210

150001000050000

虐待（放任・怠惰、虐待・酷使、養育拒否）

（父・母の）精神疾患など

その他、不詳

破産等の経済的理由

（父・母の）拘禁

（父・母の）就労

児童問題による監護困難

（父・母・父母の）行方不明

（父・母の）入院

（父・母・父母の）志望

父母の離婚

父母の不和

（厚生労働省「平成30 年児童養護施設入所児童等調査結果」より）

家庭養育施設養育 ●乳児院
●児童養護施設
　―小規模グループケア
　―地域小規模児童養護施設
●児童自立支援施設
●児童心理治療施設
●母子生活支援施設
●自立援助ホーム
●子どもシェルター　など

●里親
　―養育里親
　―専門里親
　―養子縁組里親
　―親族里親
●ファミリーホーム（小規模住居型児童養育事業）
●特別養子縁組

児童養護施設とは 原則2歳から18歳までの児童を養育する施設。全国に約600カ所あり、2万5千人の児童が施設で生活し
ながら学校に通う。戸建て住宅を利用した「小規模グループケア」「地域小規模児童養護施設」を運営して
いる施設もある。

里親とは 4人以下の要保護児童を養育することを希望する家庭が、都道府県知事からの委託によって児童を家庭
的環境で養育すること。登録里親数は約1万2千世帯あり、約6千人の児童が里親のもとで養育されてい
る。(養子縁組した場合は里親ではなくなる）

その他学校：

専門的技術を学ぶ教育機関で学校として

法的認可を受けていないもの

7 8

これからも希望する全ての人が就学出来るよう
活動を頑張ってください！微力ながら応援させて頂きます！

応援しています！わずかなお金ですが、
子供たち、若者たちの支援に結びつきますように。

私も奨学金で高校・大学を卒業できました。
今回のコロナは経験したことのない事態です。
乗り切って学業を続けてください。

社会的養護から巣立った学生さんが少しでも安心して
学生生活が送れますように陰ながら応援しています。

我が家も特別養子縁組でご縁があった息子がいます。
少しでもお力になれればと思います。

子どもたちが生まれ育った環境に左右されることなく、
自分の能力を発揮できる社会の構築を願います。
少しでもお役に立てれば嬉しいです。尊い活動、頑張ってください。

私は片親でしたが、働かない親だったので大学に合格したにも関わらず、
入学金が無く入学できなかったので、同じ思いをして欲しくないと思い
賛同致しました。心から応援しています。

応援しています！私もこうした学生への支援措置が
社会的な制度として確立していきますように、
汗をかきたいと思います。また、具体的な情報を
お知らせいただけるとありがたいです

子供の頃にDVをうけて自殺まで考えたことのある私です。
色々世の中ありますが、1人じゃないと思って欲しくて少しですが
応援させていただきました。自分らしく、自分にしかできない
何かを掴むために、どうか精進してください。

海外からも応援しています！

年金生活者からのささやかな応援です。

私も休業中で収入が足りない状況ですが、
僅かですが支援させて頂きました。
応援しています！共に頑張りましょう。

私自身、大学へ行く余裕もなく満足に食べるのも大変だった時期があります。
僅かばかりですが、一人でも多くの大人の支援が集まり、
1人でも多くの学生さんの未来が繋がります事を願っています。

10万円の使い方を悩んでいたところこちらのクラウドファンディングに出会いました。
素晴らしい企画をありがとうございます！応援しています！

社会的養護で暮らす学生さんが困窮の度合いが強いと聞いて、
何かできる範囲で支援できれば、と考えていました。
支援の機会を作っていただきありがとうございます。

遠慮なく社会に援助を求めて下さい。
あきらめないで下さい。応援しています！

昨年まで養育里親をしていました。応援しています！

私も大学生の時は勤労学生をしていてギリギリの生活でした。
夢を、未来を諦めないで下さい、応援しています！

若いうちの学問は、絶対に人生にプラスとなります。
負けずに頑張って下さい。微力ながら応援します。

どんな境遇でも学び続けること、
それが人を豊かにします。応援しています！

給付金の一部を子どもたちのために寄付したいと考えていたところ、
新聞の広告で見つけ迷わず決めました。

受け取られる学生さんたちに「君たちはひとりじゃないよ」と伝えたいです。
コロナに負けずがんばろう！私もがんばります。

高校の教員です。経済的な理由で学びを継続できない生徒さんを見て、
何度もやるせない思いをしてきました。少しでも力になれますように！

微力ではありますが心を込めて賛同させていただきました。
皆様のご活躍を応援し、お祈りしております。

クラウドファンディングでは多くの方 か々らご寄付と温かいメッセージをいただきました。その一部をご紹介させていただきます。

支 援 者からの 応 援メッセージ

その他のメッセージは朝日新聞厚生文化事業団のホームページ

（http://www.asahi-welfare.or.jp/archives/2020/05/ouen-

202005-01.html）で紹介するとともに、「みんなのチカラに」と題

したリーフレットとして学生に届けたところ、以下のような反響を

受け取っています。

●「応援してくださる方がたくさんいることを知って、諦めないで

頑張ろうと強く思えました。」

●「自分たちのために金銭面や温かいお言葉での支援をして頂

きありがとうございます！」

●「こんなにも多くの方が私たちを応援してくださっていることは、

今まで知らなかったです。ありがとうございます。」

　新型コロナウイルス感染症の影響で、様 な々ご苦労をされていらっしゃる方 に々お見舞い申し上げます。

　このたびは、社会的養護で育った学生への「新型コロナウイルス緊急学生応援金」にご理解とご協力を

いただき、改めて御礼申し上げます。おかげさまで、当初の見込みを大幅に上回る1400名を超える学生か

ら応募があり、並行して実施したクラウドファンディング等では、900名の方から1964万5936円のご寄付

をお預かりすることができました。

　今回の取り組みで私たちが大切にしたのは、学生にお金を届けることに加え、「あなたを応援している人

が、社会にはたくさんいるんだ」というメッセージを送ることでした。学生からは、「900名もの方からのご支

援や励ましは、大きな力になった」と複数の声が届きました。

　また、こうした学生の存在を、多くの方に知っていただくことも目標のひとつでした。Twitterの専用アカ

ウントを開設し、皆様に拡散をお願いしました。A-Port（クラウドファンディングサイト）では様 な々機会に

PRをしていただき、福祉新聞でも取り上げられ、またフリージャーナリストや他の新聞社の記者なども情報

を発信してくださるなど、多くの方 に々ご周知いただけたことは、彼ら彼女らを見守り応援する、そんな社会

の実現に向けての一歩になったのではないかと私たちは考えています。

　給付にあたっては、「スピード感を持って届ける」ことも重視しました。通常、このような給付金は、応募か

ら給付までに相当の時間がかかります。しかし、今まさに生活に困っている学生に一日でも早く「応援」を届

けたいと考え、書類の受理から審査、給付までの期間をできるだけ短縮しました。

　一方で、事業の課題も見えました。今回、給付の対象にできなかった学生もいました。限られた時間、予

算の中での取り組みには限界もあります。それでも、今後の取り組みの際には、一人でも多くの若者に支

援を届ける方策を探っていきたいと考えています。

　次代を担う若者や子どもたちが、生まれた環境に左右されず、夢や希望を持って歩める社会の実現のた

めの応援団として、今後とも皆様とともに取り組むことができれば幸いです。この度は、誠にありがとうござ

いました。

　結びになりますが、事務局として運営全般に多大なご協力をいただきました社会福祉法人カリヨン子ど

もセンター、審査手続き等にご尽力いただいた株式会社ウィズアスの皆様に心から感謝を申し上げます。

朝日新聞厚生文化事業団

ごあいさつ

新型コロナウイルス緊急学生応援金の概要

　「アルバイトが禁止となり、バイト代で生計を立てることが困難になりました」。緊急事態宣言が出された2020年4

月、私たちが奨学金事業で関わりがある里親家庭出身の看護学生が自身の置かれた状況について話してくれました。

　施設などの社会的養護で育った学生の多くは、親や親族に経済的支援を求めることができません。経済的な問題

だけでなく、親から愛されなかった辛さや虐待によるトラウマ、学業のハンディなど、社会的養護のもとに育つ子ども

達は壮絶な環境を生き抜いてきた例も珍しくありません。その中でも学ぶことに希望を見出した社会的養護出身の学

生に対して、私たちが10年以上継続している奨学金「進学応援金」を拡充して実施したのが「新型コロナウイルス緊

急学生応援金」です。一律5万円の応援金を迅速に送ることで学生たちの金銭的な不安を軽くするとともに、「ひとり

じゃない」「あなたを応援している大人がいる」という応援メッセージをリーフレットにして届けました。

　当事業を多くの人に知っていただくために朝日新聞A-portを利用したクラウドファンディングでご寄付を募る呼

びかけをいたしました。皆様からの温かいご支援・ご声援を受けて本事業に対する寄付金総額は19,645,936円と

なりました。ご理解とご協力に感謝し、厚く御礼申し上げます。内訳は下記のとおりです。

協力：社会福祉法人カリヨン子どもセンター主催：朝日新聞厚生文化事業団

2020年5月15日～6月30日

ご寄付について

900件19,645,936円合計

176件5,761,497円直接寄付

724件13,884,439円(クラウドファンディング）A-port

寄付件数寄付金額ご寄付の種別

1 2

目的

給付
金額

受付
期間

対象

社会的養護で育った学生に対して「給付金」と「応援メッセージ」を届けることで、

学業を継続するための一助となること

社会的養護の出身で日本国内の大学、短大、専門学校等に応募時点で在学中の学生。

本事業は、高校卒業資格のある方が対象（高等学校卒業程度認定試験合格者を含む）
※社会的養護とは、児童養護施設、里親家庭（ファミリーホーム）、自立援助ホーム、子どもシェルターとします。
※当事業団の奨学金や他団体の経済的支援を受けていても応募できます。（併給可能）
※里親家庭などの実子は対象としません。
※一時保護でのみ社会的養護を利用した方は対象になりません。
※養子縁組をしている場合は対象になりません。
※措置延長中の方、自立援助ホームなどに現在入居中の方も対象になります。

一律5万円（返還不要）

新型コロナウイルス緊急学生応援金

応援金とメッセージを
ありがとうございます

社会的養護で育ち大学や専門学校で学ぶ私たちから、支援者の方々へ

私は2020年4月に沖縄県立芸術大 学音楽学科に入学した学生です。

音楽を学ぶために出身地から離 れた大学に進学をしましたが、コロ

ナの影響で授業が始まらず、ピア ノの練習もできないのでとても困り

ました。学業を続けられるのか不 安もありますが、こんなにもたくさ

ん応援してくださる方がいる事を 知って、あきらめないで頑張ろうと

強く思いました。また、応援メッ セージを読んで同じ境遇の人たち

がいることを知り、私も諦めないで 頑張ろうと思いました。

（沖縄県・沖縄県立芸術大学・1年）

私は児童養護施設からの連絡で応援金のことを知りました。これまで

はアルバイトの収入で生活費を賄っていましたが、コロナの影響でア

ルバイトができなくなり、経済的な不安を感じました。また、普段は

当たり前のように会っていた人たちと急に会えなくなったことも心細く

感じました。精神面でも経済面も苦しい状況ではありますが、私たち

を支えて下さる方々がいることに感謝して、今後も頑張っていこうと思い

ます。そして同じ状況下で頑張っている仲間たちと共に頑張っていこう

と思います。

（愛媛県・聖カタリナ大学・2年）

コロナの影響でさまざまな面で不安を感じましたが、人と会えないこ

とが一番不安に感じました。親しい人との会話が私の心の支えになっ

ていたので、精神的に不安定になるかと思いました。なので、皆さん

からの温かい励ましや援助を頂いたことで、とても元気づけられまし

た。こんな状況なので大学に行くことはできていませんが、それでも勉

強を頑張ろうと思えました。ありがとうございました。

（東京都・明治学院大学・4年）

私は里親からの連絡で応援金のことを知りました。コロナの影響で健

康面や経済的な不安を感じただけでなく、親しい友人やサッカーを通

じた仲間とも会えないため、メンタル面やコンディションに不安を感じ

ていました。そんな中、応援金を通じてたくさんの方に支えて頂き感謝

しています。みんなで手を取り合い、協力して乗り越えるしか道はない

と思います。コロナの終息を願いながら、自分の行動に責任を持って

頑張りたいと思います！

（東京都・早稲田大学・2年）

私は大学で福祉を学ぶ学生です。コロナの影響でひとりでいる時間

が増えて、頼れる家族もいないため、人に会えないことがすごく寂しく

て孤独を感じました。ひとりで生きていく事に不安がたくさんありま

す。でも、周りには支えてくれる人がいて「ひとりじゃない」と思えるこ

とが今の支えです。夢を諦めず頑張りたいと思います。

（愛知県・日本福祉大学・3年）

コロナの影響で経済的な不安を感じていたので応援金に応募をしまし

た。自粛期間中は外出ができず、学校にも行けない状況だったの

で、学力を身につけることができるのか、将来への不安を感じました。

そんな中、自分たちのために金銭面や温かいお言葉での支援をあり

がとうございます。頑張って乗りきろうという気持ちが強くなりました。

（埼玉県・神田外語学院・1年）

私は2020年4月に大学に入学しました。給付型奨学金で足りない分

はアルバイトをして学生生活を送るつもりでいましたが、学生寮がクラ

スターになることを避けるためにアルバイト禁止となりました。この先、

学び続けられるのか不安を感じていたときに、児童養護施設でお世

話になった職員さんから応援金のことを教えてもらいました。こんなに

も多くの方が私たちを応援してくださり、見守ってくださっていることを

肌で感じて、より前向きに頑張ろうと思えました。将来、私も人のため

に活動できる人になりたいと強く思いました。ありがとうございました。

（大阪府・関西福祉科学大学・1年）
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2020 年 9月15日　発行

発行者　　社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団

執筆協力　井上エリコ

デザイン・イラスト　かえるぐみ

●自立援助ホーム・シェルターまなび応援金

●東日本大震災こども応援金

●児童養護施設・里親家庭の高校生進学応援金

朝日新聞厚生文化事業団の「応援金」事業

●みんなでパラリンピック

●視覚障害の大学生のための

　聖明・朝日盲大学生奨学金

●朝日夏季保育大学

●グリーフサポート

●陸前高田朝日のあたる家

●朝日高齢者福祉セミナー

●高齢者施設訪問プログラム　ゆうゆうビジット

●認知症マフワークショップ

●認知症カフェ運営講座、セミナー

●朝日九州車いすバスケットボール選手権大会

朝日新聞厚生文化事業団は 1923年（大正 12年）の関東大震災の被災者支援をきっかけに創設されました。

「かけがえのない子どもたちへ」「豪雨被害の方へ応援の気持ちを…」

温かいメッセージとともに、2019 年度は 8000 人余りの方がご支援くださいました。一人でも多くの方に

必要な支援を届けられるよう、下記のように幅広い社会福祉事業を実施しています。これからも、皆さまの

お気持ちをしっかりと受け止め、誰もが安心して暮らせる社会のために役立ててまいります。

子どもの
福祉

障害のある人の
福祉

高齢者の
福祉

59％31％

10％

事業総額
1億6623円

※2020年度事業予算、東日本大震災救援事業を含みます

●認知症フレンドリーキッズ授業

皆さまに支えられ、今年で 92 周年

●全国高校生の手話によるスピーチコンテスト

9

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス
緊 急 学 生 応 援 金

事 業 報 告 書

●精神疾患の親を持つ子どもの会

●朝日・災害時学生ネットワーク

児童養護施設で育ち大学等で学ぶ
学生を対象とする応援金。2008年
から現在までに約400名を応援。

震災によって両親を亡くした子ども
を対象とする応援金。年齢に応じて
150～300万円を給付。現在までに
約200名を応援。

虐待などを受けた子どもと若者を
対象とする応援金。高校等への就
学や資格取得を支援。2020年5月
新設。

ーご支援・ご声援をありがとうございましたー
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事業の名称 まなび応援金
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等 社会福祉法人カリヨン子どもセンター（協力）

事業開始年度 2020 年度

事業の概要
自立援助ホームや子どもシェルターで暮らす 10 代、20 代の若者に、高校就学
や資格取得にかかる費用を支援する本事業では、2020 年度前期受付分として
135 人に総額 1467 万 3754 円をおくりました。

時期
2020 年 4月から 9月までの高校等就学、資格取得の支援（後期分は、2021年度
予算計上）

助成の目的
自立援助ホームや子どもシェルターで暮らす子どもの幸せのために、就学・就
労・自立に寄与することが目的。

助成団体

助成した人数

就学金：126 人に給付
・高校（全日制・定時制・通信制）などで学ぶための本人の努力を後押しする
ことが趣旨。
・4～9月を前期、10～3 月を後期とする。
・6ヶ月ごとに 12 万円を給付。返済不要。
・現在学校に在籍しているか、申し込み年の 3月末に学校を卒業した人。
・国籍は問わない。

資格取得金：9人に給付
・自立に向けて各種資格を取得する努力を後押しするために費用の実費を給付
する。
・資格取得にむけて必要な費用（授業料・教科書代・備品・交通費など）の実
費を以下の基準にて給付。
（ア）資格を取得できた場合は、かかった費用の全額（上限 15万円）を給付。
（イ）資格を取得できなかった場合は費用の 7割（上限 10 万円）を給付。
・対象とする資格は公的機関が認定するもの、または運営委員会が制度の趣旨
に鑑みて認めたもの。
例：高校卒業程度認定試験、運転免許、英語検定など。

助成総額 就学金：計 1374 万円　資格取得金：計 93 万 3754 円

その他
ご寄付：A-port クラウドファンディング 216 万 9000 円 101 件、直接寄付 223
万円 26 件
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クラウドファンディングの寄付者等に送った報告書

　子どもたちへの虐待のニュースを目にしない日はないほどですが、子どもたちの「その後」は、

あまり注目されることがありません。トラウマ等から回復し、人生を前向きに切り開けるようになる

までには、物心両面でさまざまなサポートと長い時間が必要だと言われています。

　十分な支援が届かないままに10代後半になった子どもたちが暮らすのが、自立援助ホームや

子どもシェルターです。15歳を超え、家庭や他の社会的養護施設に居場所がなく、「自立」を強

いられた子どもたち。その7割以上に虐待を受けた過去があり、勉強どころではない環境で育っ

たことで最終学歴が中卒、高校中退の子どもが多くいます。学歴の大切さは分かっていても、

日々の生活費や、児童福祉の対象外となった後に備えるため、働くことを優先せざるを得ない現

状があります。この子どもたちに、学ぶことを通して自信を持ち、人生を自分で選べる力があるこ

とを知ってほしい。私たちはそう願い、2020年5月に「まなび応援金」をスタートしました。

　開始以来127名のみなさまから総額439万9千円のご寄付をお寄せいただき、初年度の前期

分として、「学びたい」と努力する135名に総額1467万3754円をお届けすることができました。

誠にありがとうございました。

　幼いうちから逆境に立たされ、それでも未来へ踏み出そうという子どもたちがあたりまえに支え

られる社会であってほしい。これは、まなび応援金にご寄付をくださったみなさまも同じ思いでは

ないでしょうか。こうした社会の実現のために、今後とも、みなさまのご支援をいただければ幸甚

です。

 　結びになりますが、この取り組みの企画段階からご協力いただき、事務局としてご尽力くだ

さっている社会福祉法人カリヨン子どもセンターのみなさまに心から感謝を申し上げます。

朝日新聞厚生文化事業団

ごあいさつ

1 2

　さまざまな理由から親と生活することが難しい子どもたちがいます。そういった子どもを公的責任として社会的に

養育・保護するとともに、養育に困難を抱える家庭への支援を行うことを「社会的養護」といいます。

　現在、約4万5千人の子どもが社会的養護のもとに暮らしており、受け入れ先は子どもの年齢や状況によって異な

ります。10代後半の子どもの受け入れ先のひとつとして自立援助ホーム・子どもシェルターがあります。虐待によって

家庭で安全に暮らせなくなった子どもや、児童養護施設を巣立ったあとに仕事でつまずいて生活する場所を失った

子どもなどを受け入れています。

自立援助ホームとは

　なんらかの理由で家庭にいられなくなり、働かざるを得なくなった子どもが安心して暮らせる住まいを提供していま

す。ここでの暮らしを通して大人との信頼関係や社会性を身につけ、自立できるように援助を行います。児童福祉法

に基づく児童自立生活援助事業として、社会福祉法人やNPO法人などが運営しています。

子どもシェルターとは

　緊急で居場所を必要とする子どもが一時的に生活をする小規模型の施設です。入居した子ども一人ひとり

に担当の弁護士がついて支援をします。自立援助ホームと同じく、社会福祉法人や NPO 法人などが運営して

います。

自立援助ホーム・子どもシェルターとは

厚生労働省（2020）「社会的養護の推進に向けて」、子どもシェルター全国ネット会議HPを元に作成

乳児院

140カ所
2678人

児童養護施設

605カ所
24908人

自立援助ホーム

176カ所
643人

子どもシェルター

約20団体

児童心理治療施設

50カ所
1366人

児童自立支援施設

58カ所
1815人

母子生活支援施設

226カ所
3735世帯

里親
登録：12315世帯
委託：4379世帯
児童：5556人

ファミリーホーム

372カ所
1548人

（厚生労働省（2020）「社会的養護の推進に向けて」参照）

施設数：176カ所
定員： 6名ほど
利用期間：6 ヶ月～ 2年ほど
利用者：15 ～ 20歳（状況によって22歳まで）

（2021年1月時点 子どもシェルター全国ネット加盟団体）

施設数：20団体
定員：6名ほど
利用期間：2週間～ 3ヵ月ほど
利用者：10代後半～ 22歳を想定 

社会的養護の
現状

3

　まなび応援金は、自立援助ホームや子どもシェルターで暮らす子どもの幸せのために、就学・就労・自立に寄与す

ることを目的とした応援プロジェクトです。朝日新聞厚生文化事業団が主催し、社会福祉法人カリヨン子どもセンター

の協力のもと、2020年春にスタートしました。

　幼いころから暴力や虐待、育児放棄などにより過酷な生育環境に置かれて、深く傷つきながら自立援助ホーム・子

どもシェルターにたどりつく若者がいます。そうした若者たちは中学卒業か高校中退で社会に出ることが多く、経済的

な事情で高校卒業や資格取得が難しい状況にあります。本プロジェクトは、彼ら彼女らが「まなび」を通じて自分の未

来を選びとる力を育んでほしいと願い、返済不要の2種類の助成（就学金・資格取得金）を行います。

●高校（全日制・定時制・通信制）などで学ぶための本人の努力を後押しすることが趣旨。

●4～9月を前期、10～3月を後期とする。

●6 ヶ月ごとに12万円を給付。返済不要。

●現在学校に在籍しているか、申し込み年の3月末に学校を卒業した人。

●国籍は問わない。

●自立に向けて各種資格を取得する努力を後押しするために費用の実費を給付する。

●資格取得にむけて必要な費用（授業料・教科書代・備品・交通費など）の実費を以下の基準にて給付。

　（ア）資格を取得できた場合は、かかった費用の全額（上限15万円）を給付。

　（イ）資格を取得できなかった場合は費用の7割（上限10万円）を給付。

●対象とする資格は公的機関が認定するもの、または運営委員会が制度の趣旨に鑑みて認めたもの。

　例：高校卒業程度認定試験、運転免許、英語検定など。

　対象となるのは、自立援助ホーム・子どもシェルターで暮らしている方と、暮らした経験のある29歳までの方です。

在籍・出身するホームを通じて集まった申し込みは運営委員会によって審議をします。運営委員会は全国自立援助

ホーム協議会、子どもシェルター全国ネットワーク会議、社会的養護出身者が運営する支援団体などによって構成され

ています。

自立援助ホーム・子どもシェルターまなび応援金とは

高校などで学ぶ努力を応援就学金

資格
取得金 各種資格を取得する努力を応援

2020年前期 募集：4月～ 9月、内定通知：10月、送金：11月

2020年後期 募集：10月～ 3月、内定通知：4月、送金：5月を予定

4 ※掲載内容は申込者の個人情報が特定されないように一部編集をしています。 5

　まなび応援金運営委員会の審議の結果、2020年前期は計135名に総額1467万3754円を給付しました。

内訳は以下の通りです。応援金は皆様からのご寄付と朝日新聞厚生文化事業団が拠出しています。

就学金：高校などで学ぶための努力を応援

　高校などに在籍する126名の学生に対して、計1374万円の就学金を給付いたしました。在籍する学校は高等学

校全日制、通信制、定時制（夜間等）、高等専修学校です。

資格取得金：各種資格を取得する努力を応援

　資格取得を目指す方9名に対して、計93万3754円の資格取得金を給付しました。資格の内容は高等学校卒業程

度認定試験、普通自動車第一種運転免許、準中型自動車免許、原動機付自転車免許です。

　応援金を受け取った学生の年齢は17 歳が 28%（37 名）と

最も多く、未成年の割合が 9 割を占めています。まなび応援金

の交付は、申し込みと同様に自立援助ホーム・子どもシェルター

を通じて行い、ホームから応募者に応援金を届けています。

ホームと受給者には報告書の提出を義務づけており、生活状

況や給付金の使い道を報告してもらいます。

2020年前期の給付報告

　当事業を多くの人に知っていただくために朝日新聞A-portを利用したクラウドファンディングでご寄付

を募る呼びかけをいたしました。皆様からの温かいご支援・ご声援をうけて、本事業への寄付金総額は

4,399,000円となりました。ご理解とご協力に感謝し、厚く御礼を申し上げます。内訳は下記の通りです。

合計 4,399,000円 　127件

2,230,000円 朝日新聞厚生文化事業団への直接のご寄付

2,169,000円 A-port（クラウドファンディング）

寄付件数寄付総額ご寄付の種別

101件

26件

ご寄付について

19歳：10名

15歳：8名

16歳：33名
18歳：36名

17歳：37名

21歳以上：4名
20歳：6名

6 7

カリヨン子どもセンターは全国で最初に子どもシェ

ルターを開設するなど、居場所をなくした子どもへ

の支援に熱心に取り組んできた団体として知られて

います。まなび応援金への期待や子どもたちの反

応、子どもの学びを社会で支える意義について聞

かせてください。

　カリヨン子どもセンター事務局長の石井花梨です。ま

なび応援金へのご寄付をいただき、子どもたちの未来に

希望を与えていただきましてありがとうございます。自立

援助ホーム・子どもシェルターは児童福祉の「最後のと

りで」と言われています。ここでの子どもの育ちと学びを

サポートしてもらえることは、社会全体にとって、あたた

かく明るい未来を作ることにつながると思います。

 　私どもの法人は東京都内に自立援助ホーム2カ所、

子どもシェルター 2カ所、デイケアを運営しています。

各ホームは男女別の定員6名までの住まいとなってお

り、いまは15名の子どもたちが暮らしています。一人

ひとりに個室があり、弁護士や指導員、ボランティアス

タッフが子どもたちをサポートしています。

　2020年春頃にまなび応援金の案内が届いたので、

ホームで暮らす高校生に「あなたたちが高校で学び続

けるための応援金がもらえるかもしれないよ」と伝える

と、子どもたちの反応は意外なものでした。「どうしてそ

んなお金がもらえるの？」「そのお金はどこから出ている

の？」という反応です。ホームで暮らす子どもの中には

家庭で虐待を受けていた方もいます。自分の存在を喜

んでくれるはずの親や家族からないがしろにされ、無視

され、大人や社会への不信感でいっぱいになっていま

す。そのために親ではないひとが自分をサポートしてく

れることに驚いていました。

自立援助ホームで暮らす子どもたちの多くが中卒か

高校中退だと聞きます。高校を卒業するのが難し

いのはなぜでしょうか？ 

　学ぶ環境を守るということは、本人の向学心や努力

を盛り立てるばかりではありません。周囲のサポートや

学校以外の暮らしが安全で落ち着いていることが必要

です。家庭環境に複雑な問題を抱えていたり、学校生

活に希望が持てなくなってしまったりと、子どもが学び

から離れてしまった事情は様々ですが、決して子ども本

人だけが責められる事態ではなかったろうと思っていま

す。学生でなくなった子どもたちは、すぐに就労や自立

を目指さなければならなくなります。

　もともと自立援助ホームは、家庭からの支援を得られ

ずに働いて自立する子どもを支援する場所でした。以

前は学費への公的支援もなく、児童福祉法が終了する

18歳までのわずかな時間で、自立の進路に移った子ど

もの学びニーズを支えることは難しいことでした。いま

は日本全体の高校進学率が97％を超えて、高等教育

も単位制や通信制などさまざまなスタイルを選べるよう

になってきました。自立援助ホームも20歳まで入居で

き、22歳まで延長できるよう法律も変わりました。「自立

を目指しつつ高卒資格もとりたい」「一度中退したけれ

ど本当は勉強したかった」という、これまで見過ごされ

てきた子どもたちの声が受け止められるようになってき

ています。

　カリヨン子どもセンターでは「ホームにいるうちに学ん

だ方がいい」と子どもたちに伝えています。ホームにい

る間は住む場所や食事に困ることはなく、さまざまなケ

アがあります。しかし、ホームを出たあとはすべて自分

でやらなければなりません。中卒か高校中退でホーム

Interview

まなび応援金がつくる
明るい未来

事務局長  石井花梨さん

カリヨン子どもセンター

8

を出ると、職種にもよりますが職業選択の幅が限られま

す。身体が元気で若いうちは働いて稼ぐこともできます

が、体調を崩してから他の道を見つけるのは難しいの

です。高校に進学する意味は職業選択のことだけでは

ありません。コミュニケーションが豊かになり、社会的

なふるまいや問題解決のスキルを身につけることがで

きます。中学を卒業してすぐに社会に出ることはいろい

ろな意味でのハンディになります。

　入居中に子どもたちへ「学びはあなたの人生を豊か

にする。学校へ行きたいなら応援する」と伝えることは、

いつ芽吹くかわからない種をまくようなことだと思って

います。先日、31歳になったホームOGが高卒認定試

験に合格できたと報告をくれました。彼女は社会に出て

から「勉強をしたい。高卒資格がほしい」と思うように

なり、勉強をはじめたそうです。人生はどうなるかわか

りません。いつか、子どもたちの中で種が花ひらく日が

来ることを祈るような気持ちです。

高校生たちは応援金をどのように役立てている

のでしょうか？

　現在、ホームから高校に通う子どもの多くは、公的支

援を学費や通学交通費に充てて、教科書代などの足り

ない部分をアルバイトで稼いで賄っています。その他

にもホームの寮費、携帯代、日用品代、将来への貯金も

必要です。部活動や特別なカリキュラムの費用も自分

で負担しなければなりません。週末や夏休みなどにたく

さんアルバイトを入れていますが、まなび応援金を受け

取った高校生は月2万円分だけは働かなくてすみます。

その時間を高校生らしい「子どもの時間」として過ごせ

るのです。

　このお金が寄付によって成り立っていることや、保護

者ができなかったことを社会がしてくれていることに思

いを馳せて、感謝を言葉にしている子もいます。見ず

知らずのだれかの寄付があつまって、自分が学ぶため

の応援として届けられたこと。このことは　「自分の存

在が認められた」と感じているようにも見えます。

まなび応援金を通じて子どもたちを応援してくれる

方へのメッセージをお願いします。

　私たちが子どもシェルターを設立した 2004 年以降、

子どもを取り巻く環境はより厳しくなっているように思い

ます。子どもシェルターの必要性が認められ、2011

年に児童福祉法上の児童自立生活援助事業の一類型

として認定されて、現在は全国で約 20 団体が子ども

シェルターを運営しています。児童相談所の一時保護

所や児童養護施設が定員超過になっているため、保

護が必要な子どもの受け入れ先として自立援助ホーム・

子どもシェルターの必要性も高まっています。

　暴力におびえることなく、衣食住が安定した生活で

学校に通えるようになると子どもたちの表情が変わりま

す。将来の夢やいろいろな思いを話してくれるようにな

り、日常のやりとりも豊かになっていきます。周囲の思

いを受けとって大人になっていく子もいますが、空虚

な感情を引きずってしまう子もいます。精神の不調を

抱えて働けなくなる者、罪をおかして刑務所に入ること

になってしまう者もいます。そこへ落ち込まないために、

挫けてもまた立ち上がることができるようになる鍵はな

にか。それは、どれだけ安全に「子どもの時間」をす

ごすことができたか、選択肢を増やすことができたか

が鍵になっているように思っています。

 　まなび応援金のように、社会全体で子どもたちの育

ちと学びをサポートしていただけることは、あたたかく、

明るい未来を作っていただいているように思います。

もしも身近に困っているお子さんやご家族に出会ったら

自立援助ホーム・子どもシェルターのことを伝えてあげ

てください。私たちのところにたどり着いた子どもたち

も「友達のお母さんから聞いた」「学校の先生が教え

てくれた」といいます。情報を届けることがつぎの助

けにつながります。ぜひよろしくお願いいたします。

（インタビュー・構成：井上エリコ）
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事業の名称 児童養護施設・里親家庭等進学応援金
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等 原田積善会（協賛）

事業開始年度 2008 年

事業の概要
児童養護施設、里親家庭、自立援助ホームで暮らし、大学などで学ぶ方に、入
学金 10 万円と卒業まで毎年 30 万円の返済不要の奨学金を贈る。また、応援生
とともにピア活動を実施（ピアミーティングについては、別途報告）。

時期 5～8 月（募集）、9月（内定）

助成の目的

助成団体 社会的養護で育った人の自立支援。

助成した人数 応援生総数 104 人（在学生 87 人。卒業生を含む。2021 入学生 17 人）

助成総額 応援金給付総額 3,800 万円（年度をまたいで送金した分も含む）

その他

本事業は、朝日新聞厚生文化事業団に寄せられたご寄付と山岡こども応援資金
などによって行っています。
ご寄付：A-port クラウドファンディング 346万 9000 円 215 件、直接寄付 1441
万 3270 円 76 件
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事業名 児童養護施設・里親家庭等進学応援金ピアミーティング
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 ピアミーティング実行委員会、朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 2020 年度

事業の概要 進学応援金を受けている応援生が集うオンラインの集い

日時 2021 年 3 月 19 日、20 日

場所 オンライン開催

事業の目的 応援生の交流。応援生による「ぴあ活動」の推進。

事業の内容

・レクリエーションゲーム
・新入生への説明会
・グループ交流「みんなに聞いてみたいこと」（応援 LINE相談員協力）
・伊藤ヒロさん講演（児童養護施設出身・ハワイ在住、キッズハートツーハワ
イディレクター）
・グループ交流「ボランティア活動について考える」など

参加者数 延べ 93 人（19 日 45 人、20 日 48 人）

参加費用 無料
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事業名 進学応援セミナー
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団、NPO法人なごやかサポートみらい

後援等

事業開始年度 2020 年度

事業の概要

社会的養護の環境から大学・短大・専門学校などへの進学をめざす中学生・高
校生や施設職員、里親を対象に実施しました。講師のなごやかサポートみらい
理事長の蛯沢光さんほかが、進学のための心構えや経済的な準備などについて
解説しました。

日時 9 月 27 日

場所 オンライン

事業の目的
社会的養護のもとで暮らす中高生とその支援者に、高卒後の進学に必要な具体
的な情報提供をすることで、進路選択の幅を広げる後押しをする。

事業の内容

・基調講演「社会的養護から進学をするということ～私の体験」（なごやかサ
ポートみらい理事長・蛯沢光さん）
・各種奨学金制度について
・マジックと音楽による応援プログラム（ミュージシャン＆マジシャン＆翻訳
家・大友剛さん）
・分科会①先輩学生に質問してみよう！②支援者のみなさんへ「当事者からの
メッセージ＆質疑応答」

参加者数 53 人

参加費用 500 円

蛯沢光さん

大友剛さん
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事業名 朝日夏季保育大学特別メッセージ動画配信
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等 長野県諏訪市（共催）

事業開始年度 2010 年度以前

事業の概要

保育士や幼稚園教諭ら、乳幼児の育ちにかかわる人たちが実技講習を受けたり
最新の子どもたちに関する動向を学ぶため、長野県諏訪市にて 2日間の日程で
行う講演型のプログラムです。毎年保育分野だけでなく様々なジャンルで活躍
している著名人なども登壇し、様々な視点から保育を見つめるきっかけづくり
の場を提供しています。

日時 7 月 10 日から

場所 オンライン

事業の目的

全国の保育に関わる方々を対象とした「第67回朝日夏季保育大学」は新型コロ
ナウイルスの感染が拡大している状況を鑑み、開催を見送りとしました。そこ
で登壇予定であった講師からに、保育にかかわるすべての人たちに向けてのメッ
セージを専用Youtube チャンネルから配信しました。

事業の内容

5 人の方からメッセージをいただきました。
・天野耕太さん（バランス曲芸師、アトリエ〇〇代表）
・しげちゃん一座（俳優・室井滋、絵本作家・長谷川義史、ジャズ・サックス・
フルート奏者・岡淳、ミュージシャン・マジシャン＆翻訳家・大友剛）
・橋井健司さん（幼児園First…Classroom世田谷 園長、新教育デザイニング株
式会社 代表取締役）
・隈本邦彦さん（江戸川大学教授）
・野口健さん（アルピニスト）

参加者数

参加費用 無料

上：�左から天野耕太さん、隈本邦彦さん、
橋井健司さん、野口健さん

下：しげちゃん一座
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事業名 朝日オンライン保育ラボ
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等 【第 1回】長野県諏訪市（共催）【第 2回】株式会社ソングブックカフェ（協力）

事業開始年度 2020 年度

事業の概要

保育について参加者と講師が一緒になって考えるオンラインの学びの場です。
第 1回目は大友剛さん、橋井健司さんを講師に迎え、マジックの披露や講演を
していただだき、質疑応答の時間もありました。第 2回目は、中川ひろたかさ
んらソングブックカフェのメンバーによる公演。「あそびうた」、ダンスや歌な
どをステージで披露いただきました。保育現場で実践するためのポイントの解
説、質疑応答もありました。

日時 【第 1回】10 月 11 日　【第 2回】12 月 20 日

場所 オンライン

事業の目的

新型コロナウイルスの感染拡大で社会が大きな変化を迎えている中、子どもた
ちが楽しめることや子どもとのかかわりについて、全国各地の参加者同士がと
もに考え、ともに学べる場をつくることで、子どもの健やかな育ちを支えてい
くことにつなげる。

事業の内容

【第 1回】対象：子どもとかかわるすべての人
・第 1部：マジックの披露、けんばんハーモニカの演奏、絵本の朗読など（大
友剛さん）、質疑応答
・第 2部：講演「保育とは何か？～コロナ禍で見えてきた新しい保育のかたち
～」（橋井健司さん）、質疑応答

【第 2回】対象：保育士・保育教諭、幼稚園教諭など保育に関わる人
・あそびうたやダンス、歌をステージで公演、現場で実践するためのポイント
などの解説（シンガーソング絵本ライター・中川ひろたかさん、あそび歌作
家・鈴木翼さん、あそびうたデュオ・ロケットくれよん、あそびうた作家・
福田翔さん、キッズミュージックユニット・gaagaaS）、質疑応答。

参加者数
【第 1回】第 1部 34 人、第 2部 19 人　【第 2回】269 件（【内訳】個人：232 人　
園：37 アカウント）

参加費用 【第1回】無料　【第2回】個人3,300円、保育園・幼稚園などの施設：1万6500円

あそびうたの実演をする
ソングブックカフェのメンバー
（第 ２回）
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事業の名称 【新型コロナ緊急支援】ひとり親家庭・子ども支援便
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 ２０19 年度

事業の概要
新型コロナウイルスの感染拡大により、生活にお困りのひとり親家庭に緊急支
援としてお米を送りました。認定NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむに
助成し、団体の独自支援分などとあわせて合計 11００ 世帯へ届けました。

時期 ２０ 年 3 月

助成の目的
新型コロナウイルスの感染拡大により、生活に困難を抱えたひとり親家庭を対
象とした支援。

助成団体 認定NPO法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ（東京都千代田区）

助成した人数

助成総額 ２００ 万円

その他

お米を受け取ったご家族
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事業の名称
①こども食堂ブロック団体・地域ネットワーク団体立ち上げ助成
②むすびえ全国交流会開催費補助

事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 NPO法人全国こども食堂支援センターむすびえ

後援等

事業開始年度 2020 年度

事業の概要

全国こども食堂支援センターむすびえを通じて、第 2回九州・沖縄Oneteam
ミーティング北九州大会での交通費の支援、また、これから設立されるこども
食堂地域ネットワークのうち、規模が小さく特に支援が必要と考えられる 2県
（秋田県、和歌山県）の取り組みを、会議交通費等の面で支援しました。また、
むすびえ全国交流会をリアルとオンラインで実施するための会場、設備利用費
について支援しました。

時期 ① 11 月～21 年 3 月（事業の実施時期）、② 21 年 2 月、12 月（送金）

助成の目的
こども食堂の地域ネットワーク団体の基盤強化のための催しや会議にあたって、
交通費や会場費など、資金面で支援を行うこと。

助成団体 NPO法人全国こども食堂支援センターむすびえ（東京都新宿区）

助成した人数

助成総額 250 万円

その他
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事業の名称 東淀川ドロップインランチ
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 NPO法人　女性と子育て支援グループ「pokkapoka」

後援等 朝日新聞厚生文化事業団（後援）

事業開始年度 2020 年度

事業の概要

思いがけない妊娠や育児困難などに悩む女性を、ランチ会に招待して問題解決
につなげる活動です。大阪市東淀川区で活動するpokkapokaと東淀川区役所が
協力して行っています。「ドロップイン」とは「気軽に立ち寄る」という意味
で、ランチ会という場で相談者にリラックスしてもらい、スタッフがその場で
様々な悩みを聞き出し、その後のフォローにつなげる実効性のある活動です。

時期 通年（年間 10 回程度）

助成の目的
母子の孤立、ひきこもりや乳幼児の虐待を防ぐことを目的としていて、活動実
績のある団体をサポートすることで母子の心身の健康を守ることに貢献してい
ます。

助成団体 NPO法人　女性と子育て支援グループ「pokkapoka」（大阪市）

助成した人数

助成総額 50 万円

その他

ランチ会でのフリータイムの様子 食事を共にするだけでなく、ヨガ、ハンド
マッサージ、塗り絵、クラフトなどを行い
リラックスする時間も大切にしています。
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事業名 ひとり親家庭への親子で楽しむオンライン体験ツアー
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 児童福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等 特定非営利活動法人リトルワンズ（共催）

事業開始年度 2020 年度

事業の概要

ひとり親家庭を対象としたオンライン体験ツアーを 21 年 2 月 28 日に実施予定
でしたが、ミャンマー情勢の影響で、延期となりました。ツアーが延期となっ
たため、参加者がツアー中に食べる予定だったお弁当の配達のみ実施しました。
参加予定だった方 100 人に、ミャンマー料理のお弁当を配送しました。

日時 21 年 2 月 27 日（お弁当の配達開始日）～3月 2日（お弁当配達完了日）

場所 なし

事業の目的
コロナ渦で厳しい生活状況にあるひとり親家庭の親子が心身ともにリフレッシュ
し楽しめること、そして子どもに学びの機会を提供すること

事業の内容
オンライン体験ツアーに参加予定だった 100 人に、ミャンマー料理のお弁当を
届けました。

参加者数 100 人

参加費用 無料
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事業名 フォーラム「認知症カフェからの出発Next」
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 高齢者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 ２０1７ 年度

事業の概要

２０16 年度、1７年度に実施した「ともにつくる認知症カフェ開設応援助成」事業
の助成団体や、フォーラム「認知症カフェからの出発」の参加者らを対象に実
施しました。２1 年 1 月に開催した「交流会」であがった課題、「コロナ禍で途
切れかかっている地域とのつながりの持ち方」などにも触れながら、武地一医
師が「今、あらためて考える認知症カフェの役割」をテーマに講演したほか、
助成団体による 3年間の活動報告、認知症カフェの今後の展開について考える
グループワークを行いました。

日時 ２０２1 年 ２ 月 ２７ 日

場所 オンライン

事業の目的
認知症カフェの運営に携わる者同士のネットワークを構築し、認知症になって
も安心して暮らせる地域づくりを共に考え、次の実践につなげていく。

事業の内容

・実践報告「認知症カフェを開設して～これまでとこれから～」
①特定非営利活動法人 住まい・まち研究会（千葉県成田市）　②青山1０００人会
（兵庫県姫路市）　③うたせ認知症を考える会（千葉県千葉市）
・講演「今、あらためて考える認知症カフェの役割」（藤田医科大学医学部認知
症・高齢診療科教授・武地一さん）
・グループワーク「認知症カフェからの出発」（進行：ラボラトリオ株式会社 代
表取締役 南伸太郎さん）

参加者数 33 人

参加費用 無料

武地一さんによる講演 南伸太郎さん進行によるグループワーク開始時
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事業名 オンライン交流会「認知症カフェからの出発」
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 高齢者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 2020 年度

事業の概要

当事業団が2016年度から実施している「ともにつくる認知症カフェ開設応援助
成」事業の助成団体や、フォーラム「認知症カフェからの出発 2020」の参加者
ら認知症カフェの運営に携わっている人を対象に実施しました。コロナ禍の中
で集うことが難しかった 1年間を振り返り、その中でもつながりを途切れさせ
ないために行った工夫、あらためて見えてきた認知症カフェの役割について意
見交換を行いました。

日時 2021 年 1 月 30 日

場所 オンライン

事業の目的
認知症カフェの運営に携わる者同士が、情報共有、意見交換を行うことで、認
知症になっても安心して暮らせる地域づくりを共に考え、次の実践につなげて
いく。

事業の内容

次のテーマについて意見交換を実施
・2020 年度の活動について（コロナ禍の中での活動状況、開催できない間につ
ながりを維持するために工夫していたこと、新しく開始したことなど）
・認知症カフェが果たす役割
・その役割を達成するために、今、課題だと感じていること

参加者数 17 人

参加費用 無料

交流会に参加くださった皆さま
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事業名 認知症フレンドリーキッズ授業
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 高齢者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 2019 年度

事業の概要

小学校高学年の子どもたちを対象にした、認知症について正しい理解を学ぶ授
業です。認知症の人の特徴や対応の仕方などを知り、地域で暮らす認知症の人
との「共生」について考える内容です。認知症の人が置かれた状況をバーチャ
ルリアリティー（VR））で体験できるのが特徴です。授業の最後はグループに
分かれて、認知症の人の気持ちや、認知症の人に役立つお店やサービスをポス
ターに書き込み発表します。

日時 8 月 4 日（淀商業高校）、11 月 2 日（望洋台小学校）

場所 大阪市立淀商業高校、北海道小樽市望洋台小学校

事業の目的

事業の内容

参加者数 淀商業高校の福祉ボランティア科の生徒 40 人、望洋台小学校の 6年生 43 人

参加費用

バーチャルリアリティーを体験する望洋台小の児童たち

認知症について学ぶ淀商業高校の生徒たち



- 28 -

被
災
地
支
援

子
ど
も
の
福
祉

高
齢
者
の
福
祉

障
害
の
あ
る
人
の
福
祉

福
祉
啓
発
・
公
衆
衛
生

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業

事業名 認知症マフワークショップ
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 高齢者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 2018 年度

事業の概要

英国の病院や高齢者施設で認知症の人が使っている筒状のニット小物「Twiddle…
Muff」（トゥイドルマフ）の製作と普及を目指したワークショップです。マフの
内側には小物が縫い付けられていて、認知症の人がこれを触ると安心感が得ら
れるそうです。イギリスでは多くのボランティアが製作して病院や高齢者施設
に送っています。厚生文化事業団ではこれを「認知症マフ」と名付け、普及活
動の一環としてマフの作り方とボランティアのグループ活動について学ぶワー
クショップを開催しています。

日時 2021 年 2 月 20 日

場所 オンライン

事業の目的
認知症の人が使って喜んでもらえることのみならず、マフ作りを通じて地域の
活性化を図り、当事者や家族、作り手がつながる認知症にやさしい地域づくり
を推進するのが目的です。

事業の内容

緊急事態宣言が発令中だったため、今回は完全にオンラインでの開催になりま
した。まず認知症マフとは何かを知ってもらい、実際にボランティアグループ
が製作した認知症マフを高齢者施設に贈呈した広島県府中町社会福祉協議会生
活支援コーディネーターの楢山亮さんが自分たちの活動を話しました。編み方
の講師はニット作家の能勢マユミさんを迎え、参加者は事前に郵送したキット
を使ってマフを製作しました。

参加者数 88 人

参加費用 1500 円

オンラインワークショップの撮影会場の様子
職場から参加してくださった大阪市生野区
地域包括支援センターの職員の皆さん
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事業名 ゆうゆうビジット
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 高齢者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団主催

後援等

事業開始年度 2010 年 2 月から

事業の概要

普段、外出の機会が少ない高齢者施設を利用する人たちのもとを、著名な音楽
家や俳優、大相撲の力士らが訪れ、演奏などを披露するプログラムです。ひと
ときの豊かな時間を届ける、パフォーマーと高齢者の心をつなぐプログラムで
す。

日時 ① 6月 19 日　② 7月 20 日

場所

事業の目的

事業の内容

2020 年度はコロナ禍により実際に施設を訪問することができなくなりました。
かわりにYouTubeのライブ配信を利用して、6月 19日と 7月 20日の 2回、リ
モートコンサートを実施しました。またテレビ会議システム Zoomを使って各
施設の職員と交流しました。

①ベルリントリオ（ピアノ・宮本聖子さん、バイオリン・宮田英恵さん、チェ
ロ・石田聖子さん）によるクラシック音楽と童謡の演奏会
介護老人保健施設「徐福の里」（佐賀市）ほか全国 58 カ所の施設が視聴しま
した。
②俳優の日色ともゑさんによる朗読と、音楽ユニット、マリオネットによるポ
ルトガルギターとマンドリンの演奏会
特別養護老人ホーム「輪中の郷」（愛知県弥富市）のほか全国 52 施設が視聴
しました。

参加者数 ① 58 施設　② 52 施設

参加費用 無料

左からリモート演奏するマリオネット（大阪市）、劇団民藝の事務所（東京都港区）から朗読する
日色ともゑさん、演奏に聴き入る逗子清寿苑の利用者ら（神奈川県逗子市）
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事業名
週末特別教室「オンラインセミナー　ウィズ・コロナ　ウイルスに負け
ない生活スタイル」

事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 高齢者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 2018 年度

事業の概要

活動的なシニア世代を対象にした、いつまでも健康的な生活を送るためのノウ
ハウを学ぶ 3部構成のセミナーです。今年のテーマはコロナ禍における感染予
防や、免疫力の強化、体力維持でした。会場参加とオンラインを利用したハイ
ブリッド型で開催しました。

日時 9 月 26 日

場所 コングレコンベンションセンター（大阪市北区）

事業の目的
コロナ禍でライフスタイルが一変し自粛生活が続くなか、新型コロナウイルス
や感染予防について学び、ウイルスに負けない生活の仕方を学ぶため開催しま
した。

事業の内容

1 時間目は大阪大学大学院教授で感染制御学が専門の朝野和典さんが、感染予
防や国内外の最新の感染状況など、医学的な視点から話しました。2時間目は
武庫川女子大学食物栄養科学部教授の前田佳予子さんが、体力や抵抗力を維持
するために必要な食べ物や、フレイル予防の観点から日々の食生活について話
しました。3時間目は健康運動指導士の花田明子さんが、健康な生活に不可欠
な筋肉を維持する運動を指導、実際に体を動かして体験しました。

参加者数 39 人

参加費用 1000 円

朝野和典さんの講義
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事業名
オンライン講演会「精神障害のある人へのアウトリーチサービスがあた
りまえになる社会」～どんな時もつながりを途切れさせないために～

事業種別 1 福祉事業

事業種別 2 障害者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等
認定NPO法人地域精神保健福祉機構コンボ（後援）、公益社団法人全国精神保
健福祉会連合会みんなねっと（後援）

事業開始年度 2018 年度

事業の概要

精神障害のある当事者、家族、支援者、その他関心のある人を対象に、若者支
援、ピアサポーターの活躍など、「つながり」をつくっていくための、多様なア
ウトリーチ支援にについて、メンタルヘルス診療所しっぽふぁーれ院長伊藤順
一郎さんや、認定特定非営利活動法人 スチューデント・サポート・フェイス 代
表理事の谷口仁史さん、兵庫県但馬県民局豊岡健康福祉事務所（保健所）所長
の柳尚夫さんが実践をもとに話しました。

日時 11 月 21 日

場所 オンライン

事業の目的
精神障害のある人が地域で豊かに暮らしていくことを支えるアウトリーチ支援
（訪問支援）の本質、今後の可能性を参加者とともに探り、地域づくりにつなげ
る。

事業の内容

・オープニング（メンタルヘルス診療所しっぽふぁーれ院長・伊藤順一郎さん）
・講演「不登校、ひきこもり、ニート等アウトリーチを用いた多面的アプロー
チ～社会的孤立・排除を生まない支援体制の確立に向けて～」（認定特定非営
利活動法人 スチューデント・サポート・フェイス 代表理事・谷口仁史さん）
・講演「地域をつなぐアウトリーチ支援とピアサポート体制の充実」（兵庫県但
馬県民局豊岡健康福祉事務所所長・柳尚夫さん）
・てい談「精神障害のある人へのアウトリーチサービスがあたりまえになる社
会～どんな時もつながりを途切れさせないために～」（伊藤順一郎さん、谷口
仁史さん、柳尚夫さん）

参加者数 70 人

参加費用 1,000 円



- 32 -

被
災
地
支
援

子
ど
も
の
福
祉

高
齢
者
の
福
祉

障
害
の
あ
る
人
の
福
祉

福
祉
啓
発
・
公
衆
衛
生

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業

谷口仁史さんの講演

柳尚夫さんの講演

てい談の様子（左上：伊藤順一郎さん、
右上：柳尚夫さん、下：谷口仁史さん）

コロナ禍において、「ひと」と「ひと」との間に、物理的な距離を保つことが求められてきました。
そのような中見えてきた新しい「つながり」。そして、「どんな時でもつながりを途切れさせない」ことの大切さ。

コロナ禍でのかかわり、若者支援、ピアサポーターの活躍、地域連携をキーワードに、
アウトリーチ支援（訪問支援）の本質を探ります。

コロナ禍において、「ひと」と「ひと」との間に、物理的な距離を保つことが求められてきました。コロナ禍において、「ひと」と「ひと」との間に、物理的な距離を保つことが求められてきました。コロナ禍において、「ひと」と「ひと」との間に、物理的な距離を保つことが求められてきました。

オンライン講演会

（オンライン開催について）

～プログラム～
13:00～
13:10
　
13:10～
13:45
　
13:45～
14:20
　
14:20～
14:35
　
14:35～
15:00

オープニング

「不登校、ひきこもり、ニート等アウトリーチを用いた多面的アプローチ」
～社会的孤立・排除を生まない支援体制の確立に向けて～
講師：谷口仁史さん

「地域をつなぐアウトリーチ支援とピアサポート体制の充実」
講師：柳尚夫さん

～　休　憩　～

「精神障害のある人へのアウトリーチサービスがあたりまえになる社会」
～どんな時もつながりを途切れさせないために～
講師：伊藤順一郎さん、谷口仁史さん、柳尚夫さん

講演

講演

てい談

司会：伊藤順一郎さん

伊藤順一郎　（いとう　じゅんいちろう）さん

メンタルヘルス診療所しっぽふぁーれ院長
精神科医

谷口仁史　（たにぐち　ひとし）さん
認定特定非営利活動法人
スチューデント・サポート・フェイス代表理事

柳尚夫　（やなぎ　ひさお）さん
兵庫県但馬県民局豊岡健康福祉事務所（保健所）所長
精神保健指定医

千葉大学医学部卒業。
旭中央病院精神科、千
葉大学医学部精神科、
国立精神・神経センタ
ー(現国立精神・神経
医療研究センター)精
神保健研究所社会復
帰研究部部長を経て、
現職。 

2003年に研究事業としてACT-Jを立ち上げ、現
在はNPO法人リカバリーサポートセンター
ACTIPSの理事として、活動を支える。そのほか、
当事者の視点を活動の中心に据える認定NPO法
人 地 域 精 神 保 健 福 祉 機 構 ( 通 称・コンボ “
COMHBO”)の共同代表理事なども務めている。 

『精神科病院を出て、町へ―ACTがつくる地域精
神精域地いなら頼に棟病『、）店書波岩（』 療医神

医療論―精神障害者の生きる力をサポートする 』
（金剛出版） 監修など著書多数。

佐賀大学文化教育学
部卒業。在学中からボ
ランティアで不登校、ニ
ート等の状態にある子
ども・若者へのアウトリ
ーチ（訪問支援）に取り
組む。卒業後、「NPOス
チューデント・サポート
・フェイス（略称S.S.F.）

」を設立。2020年3月末日現在、委託事業を含む
約42万2千件の相談活動、約4万件のアウトリーチ
に携わった他、市民活動団体を含む幅広い支援機
関とのネットワークの構築など多彩な活動を通じ
て、社会的孤立・排除を生まない支援体制の確立
を目指している。

「若年者向けキャリア・コンサルティング研究会」等
で委員を務めた他、子ども・若者育成支援推進法に
係る「子ども・若者育成支援推進点検・評価会議」
等政府系委員も務め、全国的な取組の推進に貢献
している。

愛媛大学医学部卒業。
大阪府立の一般及び精
神科病院で4年間の臨
床の後は、一貫して保健
所に勤務し精神保健を
含む公衆衛生行政に従
事。2000年から保健所
長として、大教大附属池
田小事件や箕面ヶ丘病

院事件を経験した。退院促進事業にも関与。09年に
兵庫県の保健所長に転職後、北海道や米国マディソ
ンのピアサポーター活動を学び、ピア養成と雇用に相
談支援事業所と取り組み、ピアを活用した地域移行
支援定着に成果を上げた。
一方、国制度では支援対象ではない家族と同居で引
きこもっている精神障害のある人への支援に、保健師
の家庭訪問に保健所が雇用したピアが同行するアウ
トリーチ支援を行うことでピアによるアウトリーチの
可能性を模索しつつある。

主催：社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団
後援：認定NPO法人地域精神保健福祉機構コンボ、公益社団法人全国精神保健福祉会連合会みんなねっと（予定）

オンラインシステムZoomを使用して開催します。パソコン、スマートフォン、タブレットからご参加いただけます。

＜お問い合わせ＞
朝日新聞厚生文化事業団「精神保健福祉講演会」係

※当事業団ホームページにお問い合わせもできる
　チャットボットをご用意しておりますので、ご覧ください。

＜お申し込み＞
当事業団のホームページのリンク、または以下のサイトから
お申し込みください。　（右のQRコードからアクセスいただけます）
お申し込み締切：11月19日（木）
（参加費のお支払いは11/20（金）の12時までにお願いいたします。）

https://peatix.com/event/1630827/view

※当日の使用パソコン台数にかかわらず、参加されるすべての方は、
　それぞれお申し込みをお願いいたします。

http://www.asahi-welfare.or.jp/archives/
2020/09/outreach-20201121.html

2020年

11月21日（土）
時　間　13：00～15：00
　　　　※オンラインシステム「Zoom」を使用して開催します
対　象　精神障害のある当事者、家族、支援者、その他関心のある人
参加費　1,000円
定　員　200人
講　師

伊藤順一郎さん
メンタルヘルス診療所しっぽふぁーれ院長

谷口仁史さん
認定特定非営利活動法人
スチューデント・サポート・フェイス代表理事

柳尚夫さん
兵庫県但馬県民局豊岡健康福祉事務所（保健所）所長

・Peatixでお申し込み手続きをいただいた後、開催約1週間前にZoomの事前登録用のURLを送らせていただきます
・登録には、Peatix申し込みに利用したお名前とメールアドレスの入力が再度必要になりますので、ご了承くださいませ
・事前登録完了後、講演会に参加いただくためのURLをお送りいたします
・できるだけお早めに事前登録いただくようお願いいたします

※プログラム・スケジュールは、都合により変更する場合があります

お申し込みはこちら↓

事業団ホームページはこちら↓
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事業名
ワークショップ「みんなで考える 精神障害にも対応した地域包括ケア
システム」

事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 障害者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等
認定NPO法人地域精神保健福祉機構コンボ（後援）、公益社団法人全国精神保
健福祉会連合会みんなねっと（後援）

事業開始年度 2020 年度

事業の概要

精神障害のある当事者、家族、行政関係者、医療福祉関係者、地域のサポーター
などを対象に開催しました。精神科医の藤井千代さんや精神保健福祉士の岡本
秀行さんが「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の理念や目指す方
向、実践例について話したあと、参加者とともに、精神障害のある人が豊かな
暮らしを実現できる地域のあり方、そのために、一人ひとりができることを考
えました。

日時 2021 年 2 月 13 日

場所 オンライン

事業の目的
精神障害のある人が豊かな暮らしを実現できる地域のあり方を、参加者ととも
に考える。「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築にあたり、障
害のある当事者やそのご家族の声が反映される実践になることを目指す。

事業の内容

・講義「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムについて」（国立精神・神
経医療研究センター 精神保健研究所 地域・司法精神医療研究部 部長・藤井
千代さん）
・実践報告「川口市におけるアウトリーチ事業を活用した『精神障害にも対応
した地域包括ケアシステム』構築の取り組み」（川口市保健所 疾病対策課 精
神保健係・岡本秀行さん）
・疑問・不安・意見、なんでもありの大質問タイム（藤井千代さん、岡本秀行
さん、進行：認定NPO法人地域精神保健福祉機構コンボ・久永文恵さん）
・個人ワーク・発表「安心して地域で暮らしていくために必要な環境や支援、
実践したいこと」（進行：藤井千代さん）

参加者数 241 人

参加費用 無料
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藤井千代さんによる
講義

岡本秀行さんによる
実践報告

ワークショップで参加者一人ひとりが考えた、地域で実践すべきことや、
必要な環境についてまとめた報告書
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事業名 精神疾患をもつ親に育てられた子どもの立場の「つどい」
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 障害者福祉事業

主催 精神疾患の親をもつ子どもの会・こどもぴあ、朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 ２０18 年度

事業の概要

精神疾患の親をもつ子どもの会・こどもぴあ運営のもと、「子どもの立場」の人
たちが集まり、自らの体験やこれまで誰にも話すことができなかった思いなど、
一人で抱えてきたことを、グループにわかれて話しました。オンラインでの開
催は初の試みとなりましたが、青森から沖縄まで全国各地からの参加がありま
した。当事業団は運営をサポートしています。

日時 ① ７月 19 日　② 9月 6日　③ 11 月 ２3 日　④ 3月 14 日

場所 オンライン

事業の目的

精神疾患のある親に育てられた子どもの立場の人が出会える場・安心して集え
る場をつくり、今現在困難な状況にある子どもたちがＳＯＳを発するきっかけ
をつくっていく。
子どもの立場のピアサポート活動を後押しする。

事業の内容
・「こどもぴあ」運営メンバーによる体験発表
・小グループにわかれての語り合い

参加者数
① ７月 19 日＝２3 人　② 9月 6日＝２０ 人　③ 11 月 ２3 日＝２０ 人　
④ 3月 14 日＝２3 人（運営メンバー含む）

参加費用 無料

終了後、運営メンバーで撮影
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事業名 第 37 回全国高校生の手話によるスピーチコンテスト
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 障害者福祉事業

主催
朝日新聞厚生文化事業団、一般財団法人全日本ろうあ連盟、株式会社朝日新聞
社

後援等

公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構 東京都聴覚障害者連盟（協力）、厚
生労働省、文部科学省、社会福祉法人テレビ朝日福祉文化事業団、一般社団法
人日本手話通訳士協会、全国聾学校長会（後援）、日本電気株式会社（NEC）
（協賛）

事業開始年度 1984 年

事業の概要
1984 年から手話の普及とボランティア活動、福祉教育の推進を目的に始まった
当事業は、今年で 37 回目を迎えました。全国の応募者 66 人から、原稿・映像
審査で選ばれた 10 人の高校生が入賞しました。

日時
4 月 1 日（募集開始）　7月 29 日（一次審査）9月 11 日（二次審査）
9月 13 日（入賞者発表）

場所 オンライン

事業の目的 手話の普及とボランティア活動、福祉教育の推進。

事業の内容

【入賞者（特別賞）一覧】（敬称略）
・埼玉県立特別支援学校坂戸ろう学園　3年　藤平愛
・東京都・鷗友学園女子高等学校　　　2年　南陽菜
・東京都立大泉桜高等学校　　　　　　3年　星野夢愛
・神奈川県立横浜南陵高等学校　　　　2年　河原花奈
・愛知県・桜花学園高等学校　　　　　3年　上田紗瑚
・奈良大学附属高等学校　　　　　　　3年　鈴木真奈
・新潟県立燕中等教育学校　　　　　　5年　本田和
・愛媛県・済美高等学校　　　　　　　2年　高橋真衣
・福岡県立久留米筑水高等学校　　　　2年　山田杏奈
・熊本県立熊本聾学校　　　　　　　　3年　吉村章

参加者数 66 人（応募者）

参加費用

2020年9月13日（日）12時30分～16時 
有楽町朝日ホール（有楽町マリオン11F）

（東京都千代田区有楽町2-5-1）

日 時

会 場

手話の普及とボランティア活動推進のために

全国高校生の手話による
スピーチコンテスト

●対象
手話を使ったスピーチができる高校生（本選出場経験のある方は除く）

●申し込み
①弁論原稿（1200字以上1600字以内、縦書き400字詰原稿用紙4枚以内)
演題は次のテーマのいずれかを選んでください。
　◎「私の夢」
　◎「大切にしているもの」
②所定の申し込み用紙（コンテスト事務局に請求してください）
申し込み（右のQRコードからアクセスいただけます）用紙は当事業団の
ホームページ（http://www.asahi-welfare.or.jp/）からもダウンロードできます。
③学校長の推薦書
※①～③をまとめて係へ応募してください。

●審    査
第１次
第２次

コンテスト

弁論原稿で第２次審査（映像審査）の対象者30人を選考。
課題文を手話を使って表現し、録画した映像を所定の期日までに係へ。
コンテスト出場者10人を決定。 
各自が提出した弁論原稿をもとに手話による４分以上６分以内のスピーチ、
および手話による審査員との質疑応答。

主 催●全日本ろうあ連盟、朝日新聞厚生文化事業団、朝日新聞社
後 援●厚生労働省、文部科学省、テレビ朝日福祉文化事業団、日本手話通訳士協会、全国聾学校長会
協 力●東京都聴覚障害者連盟
協 賛●NEC（予定）

03-4233-1191
03-6822-9396

http://www.asahi-welfare.or.jp/

〒104-0061 東京都中央区銀座 7-16-12 G-7 ビルディング 9F 株式会社ウィズアス内

「手話スピーチコンテスト」事務局

応募締め切り

2020年6月1日（月）必着出場者募集!!

「私の夢」
「大切にしているもの」

演題
テーマ

●審査員および賞 
全日本ろうあ連盟、日本手話通訳士協会ほか、主催・後援団体から数名。
１位から３位までの入賞者に、賞状と賞品。ほかに若干名の奨励賞。

●そ の 他
出場者全員に録画DVDを贈ります。前日にリハーサルを行います。
出場者には旅費を支給します（当事業団規定による）。
宿泊が必要な方には主催者が宿舎を手配します。
当日のスピーチは、来場者の皆さんへの情報保障として文字字幕が付きます。
コンテストのほか、特別プログラムがあります。

お問い合わせ・申し込み先

第 回37

TEL

FAX
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手話の普及とボランティア活動推進のために

「私の夢」
「大切にしているもの」

演題
テーマ

主 催●全日本ろうあ連盟、朝日新聞厚生文化事業団、朝日新聞社
後 援●厚生労働省、文部科学省、テレビ朝日福祉文化事業団、
　　　 日本手話通訳士協会、全国聾学校長会
協 力●東京都聴覚障害者連盟
協 賛●NEC

全国高校生の手話による
スピーチコンテスト

第 回37

Speech
Contest

SpeechContest
2020

～自分の力を社会のために～審査員長のメッセージ

ご挨拶

　今回のコンテストは、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、開催方
法変更を余儀なくされました。どのくらいの応募があるのか大変に心配で
したが、実際には 66 名もの応募がありました。高校生の皆様はもとより、学
校関係者、指導者の皆様のご協力のお蔭と心より感謝申し上げます。 
　今回のテーマは①私の夢②大切にしているものでした。どの応募原稿も
情熱が溢れ若い感性がみなぎっていました。特に、自分の学校生活、出会っ
た人々、 さまざまな出来事等、実際の経験を通し、自身が成長していく様は
具体的で説得力がありました。原稿の随所に「社会」ということばがありま
した。若い皆様がこれからも常に「社会」を視野にいれ、自身の力を共に生き
る社会のために使っていただけることを期待しています。 
　手話との出会いはまだ始まったばかりです。これからも学習を続け、聞こ
えない人々との関わりを大切にし、手話の奥深い世界を探究してください。 

　第 37 回目となる「全国高校生の手話によるスピーチコンテスト」は、新
型コロナウイルス感染拡大を受け、開催方法を変更し、原稿・動画審査で
入賞者 10 人を選出させていただく運びとなりました。今回の変更にとも
ない、ご理解ご協力をいただきました皆さまに深く御礼申し上げます。 
　今年は「私の夢」「大切にしているもの」というテーマで募集をし、全国
から 66 人の応募がありました。予期せぬ状況の中でとまどう心境が垣間
見えつつも、自身の夢や大切なものを見直し、歩みを進める一人ひとりの
主張が寄せられました。このような状況下においても思いを届けてくださ
ったすべての高校生、そしてサポートいただきました学校関係者・保護者
の皆さま、誠にありがとうございました。 
　入賞者のスピーチの一部は、ダイジェスト版として動画配信をさせてい
ただきます。動画内では、全国の高校生から寄せられた手話による応援メ
ッセージも掲載しています。ぜひ、多くの方にご覧いただきたく思ってお
ります。 
　私ども主催団体としましても、困難な状況だからこそ、歩みをとめず、
力を合わせる方法を探求する生徒たちを応援し、その思いを今後も広く届
けてまいりたいと考えています。そして、一人でも多くの方が、手話とい
うコミュニケーションのすばらしさに触れていただくきっかけとなるこ
とを願っております。 
　最後になりましたが、ご後援、ご協賛をいただいております関係者の皆
さまには、今年も多大なご尽力をいただきましたこと、心より感謝申し上
げます。 

朝日新聞厚生文化事業団
全日本ろうあ連盟

朝日新聞社

一般社団法人　日本手話通訳士協会　会長　小椋英子

Speech
Contest

手話の普及とボランティア活動推進のために

全国高校生の手話による
スピーチコンテスト

2020

ごあいさつ

ご挨拶

　はじめに、新型コロナウイルス感染症に罹患された
皆さま、及び関係者の方々に謹んでお見舞い申し上げ
ますとともに、医療従事者をはじめ最前線でご尽力さ
れている皆さまに深く感謝申し上げます。 
　 「全国高校生の手話によるスピーチコンテスト」は手
話の普及とボランティア活動、福祉教育の推進を目的と
して1984年に始まり、今年で第37回目を迎えました。 
　新型コロナウイルス感染拡大を受け、このような困
難な状況だからこそ、手話を学び、広げる学生の思い
を応援したいと主催間で話し合い、形を変えて開催を
させていただきました。 
　全国から寄せられた 66 人の応募内容は、いずれも
熱意に溢れたものでした。審査は難航しましたが、原
稿・映像審査を経て、このたび 10 人の入賞者が決定
いたしました。入賞者の皆さま、誠におめでとうござ
います。10 人の力強いスピーチの一部は、ダイジェス
ト動画で配信をさせていただきました。 
　先日、2 年前の第 35 回コンテスト出場者より近況が
寄せられました。2 年前、夢だと発表した特別支援学
校教諭を目指し学びを深める方、医療現場で手話がで
きる人を増やすため進学した大学内で手話サークル
の立ち上げに励む方、看護師や保育士を目指す方。卒
業後も、さらに手話との関わりを深め、福祉や医療、
教育の現場で活躍されている方々がいらっしゃるこ
とを、たいへん心強く、誇りに思っております。 
　今年入賞された皆さまにおかれましては、このコン
テストを通じた全国の仲間の存在やそれぞれの経験
を大切に、互いに助け合い、明日をひらく力を磨いて
いただきたいと心より願っております。 
　最後になりましたが、このコンテストの開催にあた
り、ご尽力いただいた審査員の皆さま、ご後援、ご協
力をいただきました厚生労働省、文部科学省、テレビ
朝日福祉文化事業団、日本手話通訳士協会、全国聾学
校長会、東京都聴覚障害者連盟、また長年にわたりご
協賛いただいております NEC の皆さまに、謹んで御
礼を申し上げます。 

社会福祉法人 朝日新聞厚生文化事業団

理事長　飯田 真也

「 明日をひらく力 」

　「第37回全国高校生の手話によるスピーチコンテスト」

が、多くの方々のご尽力により開催されることを心から嬉

しく思います。 

　今年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、作

文・動画による審査となりました。今年は、学校が突然休

校になったり、友達や先生と会う機会がなくなってしまっ

たり、高校生活にも大きな影響があったと思います。その

ような中でも、このコンテストに応募するために努力を重

ねてこられた皆さんに、心から敬意を表します。 

　今年のテーマは「私の夢」「大切にしているもの」です。

「将来こんなことをしてみたい」という夢や、「私の大切な

ものはこれ」という思いは、皆さんが学び、成長していくた

めの力になっていると思います。 

　今回のスピーチにも、その熱意や気持ちが豊かに表れて

いました。練習を積み重ねた成果はきっと、画面の向こう

で見ているたくさんの人にも伝わると思います。 

　ろう者にとって、大切なものは手話という言語です。自

由に外出ができない日々の中で、今まで当たり前のように

仲間と会って、手話言語で会話ができていたことが、実は

大変にありがたいことだったと気づかされました。突然

やってきた新しい日常は戸惑うことも多いですが、人と繫

がるための言語と、誰かと直接やり取りができることの尊

さを、今一度見つめ直す機会にもなっています。 

　今年のコンテストに応募してくださった皆さんも、私た

ちと同じ思いを持ってくださっているのではないでしょう

か。どうか今の気持ちと経験を大切に、学びを続けてほし

いと思います。 

　いつかまた、今回の経験を糧に成長した皆さんとお会い

し、手話言語で対話できる機会を楽しみにしています。

一般財団法人 全日本ろうあ連盟

理事長　石野 富志三郎

「新しい日常と手話言語」

記念パンフレットスピーチコンテスト受賞者紹介

全国高校生の手話による
スピーチコンテスト

現在、将来、
私にできること

私の夢は社会福祉士になることです。
理由は三つあります。
一つ目は母子家庭の力になりたいからです。
二つ目は児童虐待を受けている子どもの力になりたいからです。
三つ目は人のためになる仕事に就きたいと強く思っているからです。
私はこの三つの理由から社会福祉士になりたいと思います。
社会福祉士は色々な場面で活躍できる素敵な仕事だと思います。
私はその夢を叶えるためにも勉強やボランティアに励みたいです。

神奈川県立横浜南陵高等学校２年

河原 花奈（かわはら かな）

手からうまれるもの

私はろう学校に通い、手話を使ってコミュニケーションを取ってい
ます。中学部の時、手話で表現することの楽しさを教えてくれた先
生が「手話はろう者の言葉」とおっしゃったのが心に響きました。同
じように本が嫌いだった私を本の世界に導いてくれたのがイラスト
です。私にとって手話とイラストは欠くことできないものです。どち
らも手がなくてはできません。自分の手は私が一番大切にしている
ものです。

埼玉県立特別支援学校坂戸ろう学園３年

藤平 愛（ふじひら あい）

理想の小児科医に
なるために

私は病気の子どもやその家族の心に寄り添える小児科医になりた
いです。そのためには、言語を使いこなせる能力と、思いを理解し
たいという強い気持ちの両方が大切だと考えます。日本語、英語、
手話、大人の言葉、子どもの言葉、仕草や表情など、言語の枠に囚
われることなく、「理解したい」という気持ちを大切にできる医師に
なるために、日頃から丁寧なコミュニケーションを心がけたいと思
います。

東京都・鷗友学園女子高等学校２年

南 陽菜（みなみ はるな）

私は三歳の時から曾祖父、曾祖母と三人で暮らしました。笑顔と
「ありがとう」の言葉を注いでくれた二人は、今はもういません。末
期の大腸がんと闘った曾祖母、不慣れな私の介護を喜び自慢して
いた曾祖父。二人との最後の日々は、私に介護福祉士という夢を与
えてくれました。介護は人の人生に寄り添う素晴らしい仕事。曾祖
父、曾祖母、家族や今日まで支えてくれた人々に心から感謝しつつ、
私は介護福祉士という夢に向かいます。

東京都立大泉桜高等学校３年

星野 夢愛（ほしの ゆめあ）

「ありがとう」

「私の夢」・「大切にしているもの」演題
テーマ

スピーチコンテスト 特別賞 受賞者

2020

SpeechContest

スピーチコンテストについて
このコンテストは、手話の普及とボランティア活動、福祉教
育推進のために開催します。
今年は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため開催方法
を変更し、原稿・映像による選考の結果、上記の 10 人へ
特別賞をお贈りします。

●審査員
小椋 英子（日本手話通訳士協会会長／審査員長）
石橋 大吾（全日本ろうあ連盟理事）
是永 一好（朝日新聞厚生文化事業団事務局長）
●コンテスト副賞
NEC タブレット LAVIE Tab E

スピーチコンテスト受賞者紹介

夢の変化

私の夢は、笑顔で元気な保育士になることでした。内気な私には向
いていないと何度も諦めかけましたが、それでも保育士になる夢を
諦めることはできませんでした。内気な自分を変えるために高校で
入ったボランティア部で、人と関わり、多様な考えに触れ、自分自身
も夢も変わりました。今の私の夢は、全ての子どもに愛情を注ぎ、子
どもの長所を伸ばし将来の選択肢を増やすことのできる保育士に
なることです。必ず実現してみせます。

愛知県・桜花学園高等学校３年

上田 紗瑚（うえだ さこ）

アンテナ

私は、手話と出会ったことで日常の様々なことにアンテナを張る大切さ
に気づきました。コロナ禍による外出自粛期間中も、ＳＮＳを通じてたく
さんの人と出会うことができ、手話の輪の広がりを感じました。また、ろ
う者に関わる社会問題を調べる中で、社会に目を向けることの意義に
も気づきました。手話は、私にとってたくさんのことを考えさせてくれる
宝物です。自らアンテナを広げ、どんな日常からでも積極的に学びたい
と思います。

奈良大学附属高等学校３年

鈴木 真奈（すずき まな）

福祉の道を歩む

福祉系高校への進学をきっかけに、福祉について深く考えるよう
になりました。施設実習などを通して、支援を必要としている人に
対しての理解が少なく、偏見の目で見ている人が多いことを知り
ました。また、高齢者や障害児・者には出来ないことが全くないの
ではなく、出来ないことは支援することが大切だと思いました。私
は、これから福祉を学ぶ一人として、関わる人の可能性を引き出
し、伸ばしていけるような福祉職に就きたいです。

福岡県立久留米筑水高等学校２年

山田 杏奈（やまだ あんな）

広い視野・
広がる世界

私の夢は、医療関係の仕事に就き、障がいの有無に関わらず、多くの
人の力になることです。私は、母に誘われ渋々参加した手話教室を
通して「後ろ向きなきっかけも前進する転機と捉えることができる」
と知りました。この考えは、人類が直面する様々な課題に対しても同
様に言えるのではないでしょうか。困難な中にも利点を見つけられ
る広い視野を持ち、決して目を背けず、人のために世界のために行
動していきたいと思っています。

新潟県立燕中等教育学校５年

本田 和（ほんだ のどか）

私が成し遂げたい
目標

私が成し遂げたい目標は、聴覚障がいを誇りに活躍できる場を作る
ことです。アメリカでボランティア活動をした経験をとおして、初めて
会う相手に自分の障がいのことを伝える大切さを知りました。私た
ち聴覚障がい者と健聴者をつなぐ架け橋をつくり、私たちをつなげ
てくれるコミュニケーションが「手話」であることを伝えたいです。
「手話」を知りたい人が増えるように頑張りたいと思います。

熊本県立熊本聾学校３年

吉村 章（よしむら あき）

話してみること

「あんたが私の病気を治してね。」は、ALSを煩っていた祖母からの最後
の言葉、大切な約束となりました。医師を目指すことは、私にとって現実的
な道かと悩みましたが、勇気を出して母に打ち明けると、涙を流し賛成し
てくれました。夢に向かって突き進むとき、心から応援してくれる人がいれ
ば、きっと叶うと信じ努力し続けることができます。あなたの大切な夢は何
ですか。初めの第一歩は、誰かに話してみることです。

愛媛県・済美高等学校２年

高橋 真衣（たかはし まい）

ダイジェスト動画のご案内
受賞した10人のスピーチのダイジェスト動画を動画を公開しています。
また、今年は、参加いただいた高校生からエールのメッセージ動画も数多く寄せられました。
コンテストに参加いただいた皆さんの「がんばろう！」の気持ちをつなぎ、多くの方にお届け
できればと思います。
※ダイジェスト動画は、朝日新聞厚生文化事業団ホームページ及びYouTubeにてご覧いただけます。

＜第１回＞1984年8月28日 朝日ホール（朝日新聞東京本社）
●高校生の部
第１位　中川悦子（滋賀県・滋賀女子高校３年）
第２位　小林真由美（埼玉県立越ケ谷高校１年）
第３位　田中順子（東京都立永山高校３年）
第４位　高塚由布美（島根県立安来高校３年）
第５位　蝦名幸子（青森県立青森中央高校３年）
●大学生の部
第１位　飯泉菜穂子（早稲田大学４年）
第２位　荒川貴代（大阪芸術大学２年）
第３位　野々村恵（熊本県立保育大学校２年）

＜第２回＞1985年8月27日 朝日ホール（朝日新聞東京本社）
●高校生の部
第１位　渡辺江身子（滋賀県立八幡高校３年）
第２位　星野正人（栃木県立鹿沼商工高校３年）
第３位　鎌田真奈美（秋田県立能代高校３年）
奨励賞　亀岡信子（和歌山県立橋本高校３年）
奨励賞　与那原直美（沖縄県立八重山高校２年）
奨励賞　大下淳子（広島県立佐伯高校３年）
●大学生の部
第１位　森清（北海道大学５年）
第２位　浜田茂久（東海大学３年）
第３位　広瀬公美（熊本県立保育大学校２年）

＜第３回＞1986年8月20日 朝日ホール（朝日新聞東京本社）
●高校生の部
第１位　浅沼陽子（群馬県立太田女子高校３年）
第２位　斎藤水樹子（東京都・普連土学園高校３年）
第３位　井戸益美（三重県立四日市商業高校３年）
奨励賞　小林恵子（鹿児島県立奄美高校１年）
奨励賞　秋元由美枝（岡山県立津山東高校３年）
奨励賞　飯島明美（東京都・鶴川高校３年）
●大学生の部
第１位　西田紫郎（筑波大学４年）
第２位　松崎文（大分医科大学２年）
第３位　松井広美（愛知学院大学４年）

＜第４回＞1987年8月25日 大阪ＳＡＢホール
●高校生の部
第１位　根間みどり（沖縄県立宮古農林高校３年）
第２位　野口純代（東京都立園芸高校３年）
第３位　小宮静（東京都・恵泉女学園高校２年）
第３位　浅井真理子（北海道室蘭清水丘高校１年）
奨励賞　尾崎恵（熊本県立水産高校１年）
奨励賞　山口恵美子（富山県・富山女子短大付属高校３年）
奨励賞　北川智映子（岐阜県・岐阜第一女子高校３年）
●大学生の部
第１位　木戸ルリ子（福岡教育大学４年）
第２位　藤原久美（岡山女子短期大学１年）

＜第５回＞1988年8月28日 有楽町朝日ホール
●高校生の部
第１位　佐々木恵美（山口県立小野田高校３年）
第２位　森利口純世（北海道千歳高校３年）
第３位　今在家紀子（滋賀県立八幡高校３年）
第３位　小林智子（山形県立天童高校３年）
奨励賞　矢古宇ゆかり（東京都立富士森高校３年）
奨励賞　山口由利子（愛媛県立内子高校２年）
奨励賞　西田由美（富山県・富山女子短大付属高校３年）
●大学生の部
第１位　真鍋順治（西日本短期大学２年）
第２位　川窪稔紀（熊本短期大学１年）

＜第６回＞1989年8月27日 名古屋･朝日ホール
●高校生の部
第１位　高見千秋（福岡県・明光学園高校３年）
第２位　豊森映里（東京都立富士森高校３年）
第３位　林亜子（富山県・富山女子短大付属高校３年）
第３位　玉正晃子（大分県・桜丘高校２年）
奨励賞　川原崎史子（神奈川県・桐蔭学園高校２年）
奨励賞　熊谷美穂（長野県・田川高校３年）
奨励賞　関優子（神奈川県・足柄高校２年）
●大学生の部
第１位　市川亜由美（信州大学４年）
第２位　守永志子（広島大学２年）

＜第７回＞1990年8月26日 福岡市･大博多ホール
●高校生の部
第１位　福島倫美（和歌山県立橋本高校３年）
第２位　大田美和（東京都立富士森高校３年）
第３位　那須詠子（滋賀県立八幡高校３年）
第３位　麻生真理（熊本県立人吉高校２年）
奨励賞　田浦豊子（福岡県立田川高校３年）
奨励賞　坂本淳（大分県・桜丘高校３年）
奨励賞　野間忍（愛媛県立今治北高校３年）
●大学生の部
第１位　中村美和子（福岡教育大学４年）
第２位　町田幸作（北海道大学４年）

＜第８回＞1991年8月25日 有楽町朝日ホール
●高校生の部
第１位　早坂千草（山形県立楯岡高校２年）
第２位　伊藤美由紀（秋田県立湯沢北高校３年）
第３位　相原清美（神奈川県立綾瀬西高校３年）
奨励賞　細川ひとみ（和歌山県立橋本高校３年）
奨励賞　岩崎陽子（群馬県立中央高校３年）
奨励賞　瀬戸山裕美（宮崎県・日章学園高校３年）
●大学生の部
第１位　吉岡雅恵（山陽看護専門学校１年）
第２位　山田理加（金沢福祉専門学校３年）
第３位　新開五月（大分医科大学４年）

＜第９回＞1992年8月30日 京都産業会館・シルクホール
●高校生の部
第１位　森山亜子（東京都・跡見学園高校３年）
第２位　井上敏美（京都府・京都学園高校３年）
第３位　中川京子（福井県立勝山高校３年）
奨励賞　金丸望美（福岡県立福岡中央高校２年）
奨励賞　竹野由香（長崎県・聖和女子学院高校３年）
奨励賞　浜さおり（愛知県・安城学園高校３年）
●大学生の部
第１位　平佐勝恵（福岡教育大学４年）
第２位　野間忍（瀬戸内短期大学２年）
第３位　好川賢一（佛教大学４年）

＜第10回＞1993年8月29日 有楽町朝日ホール
●高校生の部
第１位　坂本聖美（北海道・北星学園余市高校３年）
第２位　大野留美（福井県立大野東高校３年）
第３位　吉岡奈 （々滋賀県立八幡高校３年）
奨励賞　桜井扶美（神奈川県・神奈川大学附属高校３年）
奨励賞　甲斐知美（福岡県立光陵高校２年）
奨励賞　佐藤由香（長野県中野高校３年）
●大学生の部
第１位　山田麻記子（岡山理科大学２年）
第２位　北島静香（東海女子大学２年）
第３位　浦田美由紀（大分医科大学４年）

＜第11回＞1994年8月26日 名古屋・電気文化会館
●高校生の部
第１位　宮田奈央子（秋田県立湯沢北高校３年）
第２位　佐藤和恵（北海道・北星学園余市高校３年）
第３位　菊地里彩（東京都・淑徳学園高校３年）
奨励賞　谷崎美智子（徳島県立城北高校１年）
奨励賞　岩谷誠司（京都府立木津高校２年）
奨励賞　豊田和浩（愛知県立小坂井高校３年）
●大学生の部
第１位　谷川仁美（大分医科大学６年）
第２位　新野利幸（日本福祉大学２年）
第３位　荻野聖子（立命館大学４年）

＜第12回＞1995年8月27日 有楽町朝日ホール
●高校生の部
第１位　堀尾沙世（静岡県立三ケ日高校２年）
第２位　藤田京子（京都府・日星高校３年）
第３位　山崎広未（福井県立三国高校３年）
第３位　山崎史（神奈川県・聖園女学院高校３年）
奨励賞　三宅恵子（岡山県立精研高校２年）
奨励賞　安部京子（大分県立高田高校３年）
奨励賞　芳賀友紀子（宮城県立鼎が浦高校２年）
●大学生の部
第１位　ローリタ・ウィクラマシンハ（小山工業高等専門学校５年）
第２位　烏野幹夫（筑波大学４年）

＜第13回＞1996年8月25日 浜離宮朝日小ホール
●高校生の部
第１位　上原多恵（香川県立高松高校３年）
第２位　藤本麻里（山口県立小野田高校３年）
第３位　森本奈央子（三重県立稲生高校３年）
奨励賞　木村愛子（山形県立山形北高校２年）
奨励賞　新津香代子（茨城県立水戸第三高校３年）
奨励賞　山口春香（長野県中野高校３年）
●大学生の部
第１位　浅野弘己（川崎医療福祉大学４年）
第２位　加藤めぐみ（千葉大学３年）
第３位　服部恭弥（東亜大学４年）

＜第14回＞1997年8月24日 有楽町朝日ホール
●高校生の部
第１位　高田加奈子（熊本県・八代白百合学園高校３年）
第２位　小林信恵（愛知県・桜丘高校３年）
第３位　犬塚直志（埼玉県・早稲田大学本庄高等学院３年）
奨励賞　大滝志織（山形県立楯岡高校３年）
奨励賞　澤田友子（岐阜県立加茂高校２年）
奨励賞　藤本泰啓（山口県立小野田高校２年）
奨励賞　成田由美子（大分県・楊志館高校３年）
●大学生の部
第１位　丸山道子（川村学園女子大学４年）
第２位　奥田珠子（京都外国語大学３年）
第３位　黒田紘子（ＹＭＣＡ米子医療福祉専門学校１年）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

手話によるスピーチコンテストの歴代入賞者
（第１回～第15回は高校生と大学生、第16回からは高校生のみ）

手話によるスピーチコンテストの歴代入賞者

＜第１回＞1984年8月28日 朝日ホール（朝日新聞東京本社）
●高校生の部
第１位　中川悦子（滋賀県・滋賀女子高校３年）
第２位　小林真由美（埼玉県立越ケ谷高校１年）
第３位　田中順子（東京都立永山高校３年）
第４位　高塚由布美（島根県立安来高校３年）
第５位　蝦名幸子（青森県立青森中央高校３年）
●大学生の部
第１位　飯泉菜穂子（早稲田大学４年）
第２位　荒川貴代（大阪芸術大学２年）
第３位　野々村恵（熊本県立保育大学校２年）

＜第２回＞1985年8月27日 朝日ホール（朝日新聞東京本社）
●高校生の部
第１位　渡辺江身子（滋賀県立八幡高校３年）
第２位　星野正人（栃木県立鹿沼商工高校３年）
第３位　鎌田真奈美（秋田県立能代高校３年）
奨励賞　亀岡信子（和歌山県立橋本高校３年）
奨励賞　与那原直美（沖縄県立八重山高校２年）
奨励賞　大下淳子（広島県立佐伯高校３年）
●大学生の部
第１位　森清（北海道大学５年）
第２位　浜田茂久（東海大学３年）
第３位　広瀬公美（熊本県立保育大学校２年）

＜第３回＞1986年8月20日 朝日ホール（朝日新聞東京本社）
●高校生の部
第１位　浅沼陽子（群馬県立太田女子高校３年）
第２位　斎藤水樹子（東京都・普連土学園高校３年）
第３位　井戸益美（三重県立四日市商業高校３年）
奨励賞　小林恵子（鹿児島県立奄美高校１年）
奨励賞　秋元由美枝（岡山県立津山東高校３年）
奨励賞　飯島明美（東京都・鶴川高校３年）
●大学生の部
第１位　西田紫郎（筑波大学４年）
第２位　松崎文（大分医科大学２年）
第３位　松井広美（愛知学院大学４年）

＜第４回＞1987年8月25日 大阪ＳＡＢホール
●高校生の部
第１位　根間みどり（沖縄県立宮古農林高校３年）
第２位　野口純代（東京都立園芸高校３年）
第３位　小宮静（東京都・恵泉女学園高校２年）
第３位　浅井真理子（北海道室蘭清水丘高校１年）
奨励賞　尾崎恵（熊本県立水産高校１年）
奨励賞　山口恵美子（富山県・富山女子短大付属高校３年）
奨励賞　北川智映子（岐阜県・岐阜第一女子高校３年）
●大学生の部
第１位　木戸ルリ子（福岡教育大学４年）
第２位　藤原久美（岡山女子短期大学１年）

＜第５回＞1988年8月28日 有楽町朝日ホール
●高校生の部
第１位　佐々木恵美（山口県立小野田高校３年）
第２位　森利口純世（北海道千歳高校３年）
第３位　今在家紀子（滋賀県立八幡高校３年）
第３位　小林智子（山形県立天童高校３年）
奨励賞　矢古宇ゆかり（東京都立富士森高校３年）
奨励賞　山口由利子（愛媛県立内子高校２年）
奨励賞　西田由美（富山県・富山女子短大付属高校３年）
●大学生の部
第１位　真鍋順治（西日本短期大学２年）
第２位　川窪稔紀（熊本短期大学１年）

＜第６回＞1989年8月27日 名古屋･朝日ホール
●高校生の部
第１位　高見千秋（福岡県・明光学園高校３年）
第２位　豊森映里（東京都立富士森高校３年）
第３位　林亜子（富山県・富山女子短大付属高校３年）
第３位　玉正晃子（大分県・桜丘高校２年）
奨励賞　川原崎史子（神奈川県・桐蔭学園高校２年）
奨励賞　熊谷美穂（長野県・田川高校３年）
奨励賞　関優子（神奈川県・足柄高校２年）
●大学生の部
第１位　市川亜由美（信州大学４年）
第２位　守永志子（広島大学２年）

＜第７回＞1990年8月26日 福岡市･大博多ホール
●高校生の部
第１位　福島倫美（和歌山県立橋本高校３年）
第２位　大田美和（東京都立富士森高校３年）
第３位　那須詠子（滋賀県立八幡高校３年）
第３位　麻生真理（熊本県立人吉高校２年）
奨励賞　田浦豊子（福岡県立田川高校３年）
奨励賞　坂本淳（大分県・桜丘高校３年）
奨励賞　野間忍（愛媛県立今治北高校３年）
●大学生の部
第１位　中村美和子（福岡教育大学４年）
第２位　町田幸作（北海道大学４年）

＜第８回＞1991年8月25日 有楽町朝日ホール
●高校生の部
第１位　早坂千草（山形県立楯岡高校２年）
第２位　伊藤美由紀（秋田県立湯沢北高校３年）
第３位　相原清美（神奈川県立綾瀬西高校３年）
奨励賞　細川ひとみ（和歌山県立橋本高校３年）
奨励賞　岩崎陽子（群馬県立中央高校３年）
奨励賞　瀬戸山裕美（宮崎県・日章学園高校３年）
●大学生の部
第１位　吉岡雅恵（山陽看護専門学校１年）
第２位　山田理加（金沢福祉専門学校３年）
第３位　新開五月（大分医科大学４年）

＜第９回＞1992年8月30日 京都産業会館・シルクホール
●高校生の部
第１位　森山亜子（東京都・跡見学園高校３年）
第２位　井上敏美（京都府・京都学園高校３年）
第３位　中川京子（福井県立勝山高校３年）
奨励賞　金丸望美（福岡県立福岡中央高校２年）
奨励賞　竹野由香（長崎県・聖和女子学院高校３年）
奨励賞　浜さおり（愛知県・安城学園高校３年）
●大学生の部
第１位　平佐勝恵（福岡教育大学４年）
第２位　野間忍（瀬戸内短期大学２年）
第３位　好川賢一（佛教大学４年）

＜第10回＞1993年8月29日 有楽町朝日ホール
●高校生の部
第１位　坂本聖美（北海道・北星学園余市高校３年）
第２位　大野留美（福井県立大野東高校３年）
第３位　吉岡奈 （々滋賀県立八幡高校３年）
奨励賞　桜井扶美（神奈川県・神奈川大学附属高校３年）
奨励賞　甲斐知美（福岡県立光陵高校２年）
奨励賞　佐藤由香（長野県中野高校３年）
●大学生の部
第１位　山田麻記子（岡山理科大学２年）
第２位　北島静香（東海女子大学２年）
第３位　浦田美由紀（大分医科大学４年）

＜第11回＞1994年8月26日 名古屋・電気文化会館
●高校生の部
第１位　宮田奈央子（秋田県立湯沢北高校３年）
第２位　佐藤和恵（北海道・北星学園余市高校３年）
第３位　菊地里彩（東京都・淑徳学園高校３年）
奨励賞　谷崎美智子（徳島県立城北高校１年）
奨励賞　岩谷誠司（京都府立木津高校２年）
奨励賞　豊田和浩（愛知県立小坂井高校３年）
●大学生の部
第１位　谷川仁美（大分医科大学６年）
第２位　新野利幸（日本福祉大学２年）
第３位　荻野聖子（立命館大学４年）

＜第12回＞1995年8月27日 有楽町朝日ホール
●高校生の部
第１位　堀尾沙世（静岡県立三ケ日高校２年）
第２位　藤田京子（京都府・日星高校３年）
第３位　山崎広未（福井県立三国高校３年）
第３位　山崎史（神奈川県・聖園女学院高校３年）
奨励賞　三宅恵子（岡山県立精研高校２年）
奨励賞　安部京子（大分県立高田高校３年）
奨励賞　芳賀友紀子（宮城県立鼎が浦高校２年）
●大学生の部
第１位　ローリタ・ウィクラマシンハ（小山工業高等専門学校５年）
第２位　烏野幹夫（筑波大学４年）

＜第13回＞1996年8月25日 浜離宮朝日小ホール
●高校生の部
第１位　上原多恵（香川県立高松高校３年）
第２位　藤本麻里（山口県立小野田高校３年）
第３位　森本奈央子（三重県立稲生高校３年）
奨励賞　木村愛子（山形県立山形北高校２年）
奨励賞　新津香代子（茨城県立水戸第三高校３年）
奨励賞　山口春香（長野県中野高校３年）
●大学生の部
第１位　浅野弘己（川崎医療福祉大学４年）
第２位　加藤めぐみ（千葉大学３年）
第３位　服部恭弥（東亜大学４年）

＜第14回＞1997年8月24日 有楽町朝日ホール
●高校生の部
第１位　高田加奈子（熊本県・八代白百合学園高校３年）
第２位　小林信恵（愛知県・桜丘高校３年）
第３位　犬塚直志（埼玉県・早稲田大学本庄高等学院３年）
奨励賞　大滝志織（山形県立楯岡高校３年）
奨励賞　澤田友子（岐阜県立加茂高校２年）
奨励賞　藤本泰啓（山口県立小野田高校２年）
奨励賞　成田由美子（大分県・楊志館高校３年）
●大学生の部
第１位　丸山道子（川村学園女子大学４年）
第２位　奥田珠子（京都外国語大学３年）
第３位　黒田紘子（ＹＭＣＡ米子医療福祉専門学校１年）

＜第15回＞1998年8月29日 浜離宮朝日小ホール
●高校生の部
第１位　山崎亜矢（長崎県・純心女子高校３年）
第２位　土田朋子（秋田県立横手城南高校３年）
第３位　松本早苗（高知県・高知学芸高校３年）
第３位　松田一恵（福岡県・九州女子大学附属高校３年）
奨励賞　沢田沙希（岐阜県立加茂高校１年）
奨励賞　諏訪久美子（岡山県・倉敷翠松高校３年）
奨励賞　神田有香（大分県・楊志館高校２年）
●大学生の部
第１位　宮本雅透（中部学院大学１年）
第２位　加藤史世（松山大学１年）

＜第16回＞1999年8月28日 有楽町朝日ホール
第１位　山下典子（北海道・北星学園余市高校３年）
第２位　松井理納（富山県立上市高校１年）　
第３位　森田多明衣（岐阜県立大垣東高校１年）
奨励賞　佐和田賢美（神奈川県・川崎市立川崎高校２年）
奨励賞　荒瀬奈穂子（長崎県立佐世保中央高校２年）
奨励賞　松岡修司（岡山県美作高校３年）

＜第17回＞2000年8月27日 有楽町朝日ホール
第１位　平川千加子（佐賀県立致遠館高校３年）
第２位　星野幸子（大阪府八洲学園高校３年）
第３位　石野麻衣子（東京都・聖心女子学院高等科１年）
奨励賞　川島さなえ（北海道標茶高校２年）
奨励賞　柳川岳也（神奈川県立高浜高校３年）
奨励賞　高瀬恵（東京都立大泉学園高校２年）

＜第18回＞2001年8月25日 有楽町朝日ホール
第１位　塩手陽一（大分県・楊志館高校３年）
第２位　茨里絵（静岡県立湖西高校３年）
第３位　藤村早生（群馬県立吾妻高校２年）
奨励賞　渡部翔子（神奈川県立高浜高校３年）
奨励賞　青木綾子（大阪府・関西創価高校２年）
奨励賞　古田朱美（岐阜県立加茂高校３年）

＜第19回＞2002年8月24日 有楽町朝日ホール
第１位　旭亜祐美（大分県・楊志館高校３年）
第２位　池田和廣（東京都・暁星高校３年）
第３位　川原まりあ（長崎県・純心女子高校１年）
奨励賞　小栗皆実（岐阜県立加茂高校３年）
奨励賞　永井友絵（東京都立大泉学園高校３年）
奨励賞　佐川優一（広島県立高陽東高校２年）

＜第20回＞2003年8月30日 有楽町朝日ホール
第１位　遠藤一祐（大分県・大分東明高校３年）
第２位　大平知佳（大分県・楊志館高校２年）
第３位　倉田恵利香（三重県・上野高校１年）
奨励賞　中村泰介（静岡県庵原高校３年）
奨励賞　平山由貴（滋賀県・光泉高校３年）
奨励賞　立浪寿賀子（富山県高岡西高校３年）
貞広邦彦賞　大分県・大分東明高校

＜第21回＞2004年8月28日 有楽町朝日ホール
第１位　横山里美（高知県立中芸高校３年）
第２位　副大輔（大分県・楊志館高校３年）
第３位　中島志織（佐賀県唐津東高校３年）
奨励賞　志村まどか（東京都立大泉学園高校３年）
奨励賞　小栗実香（岐阜県立加茂高校３年）

＜第22回＞2005年8月28日 有楽町朝日ホール
第１位　山本瑞穂（神奈川県立横浜南陵高校２年）
第２位　貴田みどり（東京都・下北沢成徳高校２年）
第３位　笹原香（山形県立東根工業高校３年）
奨励賞　赤坂美穂（長崎県立西彼農業高校３年）
奨励賞　山口真（奈良県立天理高校第２部４年）

＜第23回＞2006年8月26日 有楽町朝日ホール
第１位　鷲尾美佳（兵庫県・武庫川女子大学付属高校３年）
第２位　山下尊子（香川県立高松南高校３年）
第３位　竹本加奈（広島県立廿日市西高校３年）
奨励賞　菱山南帆子（東京都・和光高校２年）
奨励賞　岩野光（大分県・楊志館高校３年）

＜第24回＞2007年8月25日 有楽町朝日ホール
第１位　田窪愛（大阪府立向陽台高校３年）
第２位　浜田亜実（徳島県立鳴門第一高校３年）
第３位　鈴木公彦（長野県松本県ケ丘高校１年）
奨励賞　今井通嗣（神奈川県立川崎高校３年）
奨励賞　居山知絵（東京都立千歳丘高校３年）

＜第25回＞2008年8月30日 有楽町朝日ホール
第１位　皆川愛（神奈川県・自修館中等教育学校４年）
第２位　冨岡治美（北海道室蘭栄高校３年）
第３位　野中友貴（大分県・楊志館高校３年）
奨励賞　佐伯乙美（広島県・広島国際学院高校１年）
奨励賞　島袋アミ（愛媛県立松山南高校３年）

＜第26回＞2009年8月29日 有楽町朝日ホール
第１位　森香裕（群馬県・県立藤岡北高校２年）
第２位　山本明珠花（岡山県・岡山学芸館高校３年）
第３位　吉田晴香（岩手県・盛岡女子高校３年）
奨励賞　中村千紘（香川県立三木高校３年）
奨励賞　太田隼平（岡山県・岡山県水島工業高校２年）

＜第27回＞2010年8月28日 有楽町朝日ホール
１位　細川絢加（北海道室蘭栄高校３年）
２位　芹沢瞳（東京都立大泉桜高校２年）
３位　齊藤美香（東京都・愛国高校３年）
奨励賞　山元友起（大分県・楊志館高校３年）
奨励賞　松永奈美（神奈川県立横浜南陵高校３年）

＜第28回＞2011年8月20日 有楽町朝日ホール
第１位　山﨑芽佑里（富山国際大学付属高校３年）
第２位　坂本雪乃（高知県立安芸高校３年）
第３位　図司裕亮（滋賀県立八幡高校３年）
奨励賞　城戸翔太（東京都立大泉桜高校２年）
奨励賞　吉良健太郎（大分県・楊志館高校３年）

＜第29回＞2012年8月25日 有楽町朝日ホール
第１位　池田奈月子（香川県・坂出第一高校２年）
第２位　大野奈緒（滋賀県立八幡高校３年）
第３位　木村愛恵（兵庫県・播磨高校３年）
奨励賞　工藤友香里（宮崎県立延岡青朋高校３年）
奨励賞　伊藤悦子（東京都立大泉桜高校３年）

＜第30回＞2013年8月31日　東京・第一生命ホール
第１位　山内菜帆（静岡県立沼津西高校２年）
第２位　幸田美花（東京都・恵泉女学園高校３年）
第３位　三宅花奈（兵庫県立尼崎高校３年）
奨励賞　具志堅友香（沖縄県立真和志高校３年）
奨励賞　冨塚楓（神奈川県立横浜南陵高校２年）
特別賞　菅沢亮太（大分県・楊志館高校３年）

＜第31回＞2014年8月30日　有楽町朝日ホール
第１位　坂本龍成（高知県立安芸高校３年）
第２位　道見優奈（東京都立墨田川高校３年）
第３位　今野衣都美（神奈川県立横浜南陵高校２年）
奨励賞　石川真実（滋賀県立八幡高校３年）　
奨励賞　切通幸太（福岡県立久留米筑水高校３年）

＜第32回＞2015年8月29日　有楽町朝日ホール
第１位　佐藤梨江（愛知県・桜花学園高校３年）
第２位　與那嶺舞寧（沖縄県立真和志高校３年）
第３位　新井ほのか（鳥取県立鳥取聾学校２年）
奨励賞　坊田悠太（広島県・広島学院高校２年）　
奨励賞　廣川祐和（北海道追分高校３年）

＜第33回＞2016年8月27日　有楽町朝日ホール
第１位　井麻優香（熊本県立阿蘇中央高校２年）
第２位　松本蒼空（静岡サレジオ高校１年）
第３位　加藤珠羅（愛知県立蒲郡高校２年）
奨励賞　幸喜樹里（沖縄県・仙台育英学園高校広域通信制課程ILC沖縄２年）
奨励賞　栗栖啓人（大阪府立松原高校２年）

＜第34回＞2017年8月26日　有楽町朝日ホール
第１位　長谷川幹奈（北海道石狩翔陽高校３年） 
第２位　山田楓恋（神奈川県立高浜高校３年） 
第３位　青木凜華（福島県立ふたば未来学園高校２年） 
奨励賞　佐藤愛理（東京都立大泉桜高校３年） 
奨励賞　長谷川未実（岐阜県立長良高校１年） 

＜第35回＞2018年8月25日　有楽町朝日ホール
第１位　柏原力樹（福島県立田村高校３年） 
第２位　大見夏鈴（岐阜県・済美高校２年） 
第３位　吉村義誠（佐賀県・東明館高校２年） 
奨励賞　徳永旭（高知県立安芸高校２年） 
奨励賞　脇島愛奈（栃木県立壬生高校３年） 

＜第36回＞2019年8月24日　有楽町朝日ホール
第１位　安江瑞紗（愛知県・桜花学園高等学校３年） 
第２位　西垣佳純（熊本県立熊本聾学校高等部３年） 
第３位　川越まい（愛媛県・済美高等学校３年） 
奨励賞　中村桃香（神奈川県立高浜高等学校３年） 
奨励賞　大野瞳子（東京都立瑞穂農芸高等学校１年） 

＜第37回＞2020年9月13日　特別開催
特別賞　藤平愛（埼玉県立特別支援学校坂戸ろう学園３年） 
特別賞　南陽菜（東京都・鷗友学園女子高等学校２年） 
特別賞　星野夢愛（東京都立大泉桜高等学校３年） 
特別賞　河原花奈（神奈川県立横浜南陵高等学校２年） 
特別賞　上田紗瑚（愛知県・桜花学園高等学校３年） 
特別賞　鈴木真奈（奈良大学附属高等学校３年） 
特別賞　本田和（新潟県立燕中等教育学校５年） 
特別賞　高橋真衣（愛媛県・済美高等学校２年） 
特別賞　山田杏奈（福岡県立久留米筑水高等学校２年） 
特別賞　吉村章（熊本県立熊本聾学校３年） 
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手話によるスピーチコンテストの歴代入賞者
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事業名 障害者就労支援事業
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 障害者福祉事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 ２０18 年度

事業の概要

障害者就労継続支援B型事業所「アリストランプ」（東京都中央区）が、仕事
の依頼主である取引先の閉店により激減した収入を補うため、朝日新聞社のク
ラウドファンドサイト「A-Port」で支援を呼びかけました。朝日新聞厚生文化
事業団は、返礼品として用意したクッキーの材料費を負担し、この挑戦を後押
ししました。

日時 9 月 ２3 日～11 月 13 日

場所 クラウドファンディングサイト「A-Port」（オンライン）

事業の目的
新型コロナウイルス禍によって激減した生産活動。今まで培った技術を発揮す
る機会と、自ら働きお金を稼ぐ喜びまでもが奪われぬよう、収入減少に苦しむ
事業所が、新たな仕事を生み出すための手助けをしました。

事業の内容

プロジェクトの期間：２０２０ 年 9 月 ２3 日～11 月 13 日
ご支援で集まった金額：63 万 ２０００ 円（目標額 5０ 万円、達成率 1２6％）
ご支援くださった人数：94 人
返礼品の発送にかかった経費：15 万 483２ 円
アリストランプ利用者の給料に充てられる金額：4７ 万 ７168 円

参加者数 94 人

参加費用

アリストランプの利用者
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事業名 聖明・朝日盲大学生奨学金
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 障害者福祉事業

主催 社会福祉法人聖明福祉協会、朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 1969 年

事業の概要 視覚障害のある学生を支援するための奨学金。

日時

場所

事業の目的

事業の内容
奨学金として在学期間中に毎月 4万円を貸与する。
2020 年度の新奨学生として、2名への貸与を決定。

参加者数

参加費用
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事業名 第 39 回肢体不自由児・者の美術展／デジタル写真展
事業種別 1 社会福祉事業

事業種別 2 障害者福祉事業

主催 社会福祉法人日本肢体不自由児協会、各道府県肢体不自由児協会

後援等 厚生労働省、文部科学省、東京都、朝日新聞厚生文化事業団など

事業開始年度 2010 年度以前

事業の概要

肢体不自由児・者の生きがいづくりと、障害のある人に対する理解を深めるこ
とを目的に開催する美術展で、今年で39回目を迎えました。全国の肢体不自由
児・者から 490 点（絵画、コンピュータアート、書）の応募があり、その中か
ら特賞、優秀賞、佳作、努力賞の計 122 点、デジタル写真展では 846 点の応募
作品の中から特賞、金賞、銀賞、銅賞の計 100 点が選ばれました。今年は新型
コロナウイルス感染拡大防止のため、表彰式はオンライン会議ツール「zoom」
を利用し、受賞者は学校や自宅などから式に参加しました。

日時 12 月 10 日～13 日

場所 東京芸術劇場（東京都豊島区）、オンライン

事業の目的
肢体不自由児・者の生きがいづくりと、障害のある人に対する理解を深めるこ
とを目的としています。

事業の内容

当事業団からは、特賞のうち 2作品（書、絵画）に朝日新聞厚生文化事業団賞
を贈りました。
書で朝日新聞厚生文化事業団賞を受賞した熊本県宇城市立小川小学校 2年の蔵
原和奏（くらはら・わかな）さんは、自身の作品に書いた「どりょく」にちな
み、画面を通じて「これからも努力します」と笑顔で話しました。
絵画で同賞を受賞した鹿児島県立串木野養護学校小学部 5年の藤崎千晶（ふじ
さき・ちあき）さんは「ぞうのおやこの水あそび」というタイトルで、いきい
きとした象の明るい表情が印象的な作品を描きました。

参加者数

参加費用

会場で賞状を読み上げる朝日新聞厚生文化事
業団の是永事務局長と、絵画で朝日新聞厚生
文化事業団賞を受賞した藤崎千晶さん 藤崎さんの作品 蔵原和奏さんの作品
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■福祉啓発・公衆衛生事業
自殺予防公開講座…………………………………………………………………………………………42
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■チャリティー事業
朝日チャリティー色紙イラスト展………………………………………………………………………45
朝日チャリティー美術展・名古屋展……………………………………………………………………46
親子で楽しむクリスマスコンサート……………………………………………………………………47

　2020 年度は、以下のチャリティー事業が中止となりました。
・各派合同三曲演奏会（大阪）
・チャリティーコンサート　メサイア（東京）
・洋舞合同祭（大阪）
・各流合同茶会（大阪）



- 42 -

被
災
地
支
援

子
ど
も
の
福
祉

高
齢
者
の
福
祉

障
害
の
あ
る
人
の
福
祉

福
祉
啓
発
・
公
衆
衛
生

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業

事業名 自殺予防公開講座
事業種別 1 公益事業

事業種別 2 福祉啓発・公衆衛生事業

主催 事業団、社会福祉法人福岡いのちの電話

後援等 福岡県（後援）、福岡市（後援）、九州朝日放送（後援）、朝日新聞社（後援）

事業開始年度 2010 年度以前

事業の概要

福岡市内の会場で年一回、外部の講師を招き「いのちの大切さ」「生きることの
意味」など自殺の予防につながる講演会を実施しています。講演は無料で事前
申し込み制で、一般の方とともに「いのちの電話」のボランティアスタッフも
多く参加しています。

日時 2021 年 3 月 6 日

場所 レソラＮＴＴ…夢天神ホール（福岡市）

事業の目的
自殺予防の啓発活動を主要な目的として、「いのちの電話」の電話応答のボラン
ティアスタッフのモチベーションの向上にもつなげています。

事業の内容
・講師＝奥田知志さん（北九州市でホームレス支援に取り組む認定ＮＰＯ「抱
樸」の理事長。牧師）
・講演「私たちは何を大切にしてきたか～コロナの時代を生きる～」

参加者数 151 名

参加費用 無料

講演する奥田知志さん
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事業の名称 西部朝日福祉助成金
事業種別 1 福祉事業

事業種別 2 福祉啓発・公衆衛生事業

主催 事業団

後援等 なし

事業開始年度 2005 年度以前

事業の概要
「福祉啓発推進事業」として、「社会福祉法人福岡いのちの電話」「社会福祉法人
北九州いのちの電話」の 2団体へ助成金を支給。「児童福祉事業」として、「公
益社団法人福岡県交通遺児を支える会」に対して助成金を支給しています。

時期 年 1回（1月に申請書の提出を受け、3月に支給）

助成の目的
地域で社会福祉事業を継続的に続けている団体を支援しています。使途は問わ
ず、運営費として活用してもらうことで、各団体から喜ばれています。

助成団体
・社会福祉法人福岡いのちの電話（福岡市）15 万円
・社会福祉法人北九州いのちの電話（北九州市）15 万円
・公益社団法人福岡県交通遺児を支える会（福岡市）15 万円

助成した人数 団体に対する助成

助成総額 45 万円

その他

各団体ともに、民間からの寄付や行政からの助成金などを原資に活動していま
すが、2020 年度はコロナ禍で民間法人からの寄付が減額となり、収入面で厳し
くなったとのことです。また、コロナの感染拡大防止のために、通常できてい
た活動が制約されることが多々あったということです。

西部朝日福祉助成金の目録を受け取った各団体の代表者。
左から、福岡いのちの電話（河邊正一事務局長）、
北九州いのちの電話（川尻正之事務局長）、
福岡県交通遺児を支える会（月原日出男事務局長）。
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事業名 第 72 回保健文化賞
事業種別 1 公益事業

事業種別 2 福祉啓発・公衆衛生事業

主催 第一生命保険株式会社

後援等
朝日新聞厚生文化事業団（後援）、厚生労働省（後援）、社会福祉法人ＮＨＫ厚
生文化事業団（後援）

事業開始年度

事業の概要
保健衛生分野や関連する福祉の向上、研究や発見に貢献した団体や個人を表彰
します。事業団は賞の創設時から協力しており、現在は「朝日新聞社賞」とし
てトロフィーを贈っています。

日時 2 月 3 日～4月 17 日（募集）、12 月 25 日（審査結果発表）

場所

事業の目的
保健衛生分野での、その時代におけるさまざまな課題に継続的に取り組んで来
た方々を顕彰し、長年にわたる労苦に感謝と敬意をささげる。

事業の内容

・10 団体と 5人が受賞（応募 42 件）
【団体】グリーンローズ（秋田）▽ア・ドリーム　ア・デイ　IN　TOKYO
（東京）▽モンキーマジック（同）▽静岡県在宅保健師の会「つつじ会」▽大
阪府済生会▽認知症の人とみんなのサポートセンター（大阪）▽兵庫さい帯
血バンク▽健康で安心して住める花栗振興会（島根）▽みよしサポート協会
ぴあぞら（徳島）▽高知県骨髄バンク推進協議会
【個人】団体役員・増田靖子（北海道）▽医師・田中志子（群馬）▽研究者・
大渕修一（埼玉）▽訪問看護師・秋山正子（東京）▽研究者・池川志郎（同）
・厚生労働大臣から表彰状、第一生命から感謝状とともに賞金（団体200万円、
個人 100 万円）、朝日新聞厚生文化事業団賞、NHK厚生文化事業団賞（記念
品）が贈られる。
・受賞者は表彰式翌日に天皇皇后両陛下に謁見するが、コロナ禍のため21年度
の受賞者と合同で行うことになった。

参加者数

参加費用
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事業名 朝日チャリティー色紙イラスト展
事業種別 1 公益事業

事業種別 2 チャリティー事業

主催 朝日新聞厚生文化事業団、朝日新聞社

後援等

事業開始年度 ２０２０ 年度

事業の概要
著名人や漫画家の方々から寄贈された色紙、イラストを販売し、収益を社会福
祉事業にあてる色紙イラスト展。

日時 1 月 ２8 日～２月 1２ 日

場所 インターネット開催

事業の目的 収益を社会福祉事業に充てる

事業の内容

寄贈された約 6０ 作品をインターネットでサイレントオークション形式で販売。
開始価格は一律 ２万円。
主な寄贈者
宇野亞喜良、かわぐちかいじ、北見けんいち、きむらゆういち、三遊亭円楽、
高田明浦、萩尾望都、羽生善治、はまのゆか、弘兼憲史、蓬田やすひろ（敬称
略）
＊本展との併催を予定していた朝日チャリティー美術展東京大阪合同展は、新
型コロナウイルスの状況を鑑みて開催を延期しました。
期間中の投票数 854 件。落札総額 541 万 9０００ 円

参加者数

参加費用

*朝日新聞社に無断で転載することを禁じます。 承諾番号21-0292
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事業名 朝日チャリティー美術展名古屋展
事業種別 1 公益事業

事業種別 2 チャリティー事業

主催 事業団、朝日新聞社

後援等 なし

事業開始年度 1954 年度

事業の概要 全国の美術家や各界の著名人らからの寄贈作品を原則入札で販売しました。

日時 2021/2/24～03/02

場所 名古屋三越栄店美術画廊（名古屋市）

事業の目的
収益を、子どもや高齢者、障害のある人たちなどを対象にした事業団が行う社
会福祉事業に役立てます。

事業の内容

24 日から 27 日まで絵画、工芸などの新作と保有する在庫で高額作品計約 410
点を入札で販売しました。28日から 3月 2日までは無札の作品に加え、在庫作
品約 50 点を空いたスペースで追加展示し、販売しました。
販売数約 270 点、売上高約 2000 万円。

参加者数

参加費用

会場の様子
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事業名 親子で楽しむクリスマスコンサート
事業種別 1 公益事業

事業種別 2 チャリティー事業

主催 株式会社ソングブックカフェ、朝日新聞厚生文化事業団

後援等

事業開始年度 2000 年度

事業の概要

子どもから大人まで親子で一緒に楽しめる参加型のコンサートです。新型コロ
ナウィルスの感染拡大により、コンサートの機会が減ってしまった2020年。そ
のような中、コンサートを心待ちにしてくださっていた方々に、中川ひろたか
さん率いるソングブックカフェメンバーらが、音楽やダンス、たくさんのあそ
び、絵本の朗読など盛りだくさんの内容をお届けしました。

日時 12 月 20 日

場所 オンライン

事業の目的
クリスマスのひと時を、小さな子どもから大人まで一緒に楽しめる機会とする
ととともに、保育者が子どもとのかかわりのヒントを得られるようにする。
収益を福祉事業に充当する。

事業の内容

・中川ひろたかさん、鈴木翼さん、ロケットくれよんの山口たかしさん・高田
さとしさん、福田翔さん、gaagaaSのまつむらしんごさん・別府のどかさん、
本田洋一郎さんが出演
・双方向で参加しながら、ライブの臨場感を楽しみたい方向けのZoom配信と、
音質や画質にこだわって視聴したい方へおすすめのライブストリーミング配
信で開催
・世代を超えて愛される名曲「世界中のこどもたちが」のほか、「うさぎ野原の
クリスマス」、「イチゴサンタクロースと踊りましょう」などのクリスマスソ
ング、絵本の朗読、子どもたちも一緒に参加できる「あそびうた」や体操な
ど 16 種類の遊びや歌が披露された

参加者数 201 組

参加費用 3,300 円

「にじ」の演奏と Zoom参加者 「イチゴサンタクロースと踊りましょう」の演奏
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朝日福祉ガイド　本・DVDのご案内

朝日福祉ガイドブック

・四行からはじめる遺言作成Ｑ＆Ａ　　1,320 円
・生き方、逝き方ガイドブック　　1,320 円
・なるほど高次脳機能障害　　1,320 円
・みんなのうつ　　1,100 円
・認知症とともに　　1,100 円
・自閉症の人たちを支援するということ　　880 円
・自閉症のひとたちへの援助システム　　550 円
・100％あらたくん　　660 円
・くるまいす―第 3改訂版　　330 円
・新・川崎病がわかる本　改訂増補版　　550 円

朝日福祉ガイドDVD
・自閉症の人が求める支援～よくわかる自立のためのアイデア～
全 3巻セット 10,890 円、各巻 4,400 円
・自閉症の人が見ている世界～自閉症の人を正しく理解する～
全 3巻セット 10,890 円、各巻 4,400 円
・自閉症の子どもの評価　生活スキル編
全 4巻セット 18,480 円、各巻 4,950 円
・自閉症の子どもの自立課題
全 3巻セット 13,860 円、各巻 4,950 円　　
・TEACCHプログラムシリーズ～米国ノースカロライナ州にみる自閉症治療教育～
各巻 3,080 円
自閉症児の明日のために～TEACCHのねらいと考え方　　
親のためのTEACCHプログラム　　
教師のためのTEACCHプログラム　　
青年期・成人期のTEACCHプログラム　　

※本・DVDともに価格はいずれも税込。
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日程 催事
主催者　▷会場

■東京事務所

4/13～15 第 12 回国際シニア合唱祭ゴールデンウェーブ in 横浜【中止】 特別
後援NPO法人ゴールデンウェーブ　▷横浜みなとみらいホール（横浜市西区）

4/26 全日本ろうあ連盟創立 70 周年記念映画「咲む」試写会【中止】 後援全日本ろうあ連盟　▷有楽町朝日ホール（東京都千代田区）

6/6 日本リウマチ友の会創立 60 周年記念全国大会【中止】 後援日本リウマチ友の会　▷ホテルアソシア静岡（静岡市）

6/11～14 「第 68 回全国ろうあ者大会」付帯事業　第 35 回全国聴覚障害者写真コンテスト 協賛全国ろうあ者大会 in あいち実行委員会　▷名古屋国際会議場

7/12 日本点字図書館第 5回全国視覚障害者囲碁大会 協賛
助成日本点字図書館、日本福祉囲碁協会　▷リフレッシュ氷川（東京都渋谷区）

9/13 東京光の家チャリティーコンサート 後援東京光の家　▷ＫＯＴＯＲＩホール（東京都昭島市）

9/17 日本点字図書館　秋のチャリティ映画会 後援日本点字図書館　▷中野 ZEROホール（東京都中野区）

9/19・20 リカバリー全国フォーラム 2020 後援地域精神保健福祉機構　▷オンライン開催

9/27 第 7 回全国高校生手話パフォーマンス甲子園 後援手話パフォーマンス甲子園実行委員会　▷倉吉未来中心（鳥取県倉吉市）

9月 第 50 回記念朗読録音奉仕者感謝行事 後援鉄道弘済会

11/10 第 17 回本間一夫賞 後援日本点字図書館　▷日本点字図書館（東京都新宿区）

12/7～9 第 58 回弘済学園わたしたちが創る展 後援鉄道弘済会　▷ JR東京駅丸の内地下南口動輪の広場内特設会場

12/18～23「憩いの家」資金バザー 後援青少年と共に歩む会　▷日本橋高島屋（東京都中央区）

12/25 第 69 回東京都社会福祉大会 後援東京都、東京都社会福祉協議会　▷都庁第一本庁（東京都新宿区）

2/27 日本児童養護実践学会第 13 回研究大会 後援日本児童養護実践学会　▷オンライン開催

3/3 ほか 第 66 回「耳の日」記念行事 後援日本耳鼻咽喉科学会　▷全国各地

3/6 こどもぴあ　オンラインセミナーin 広島 後援県立広島大学 広島市東区重点研究プロジェクトチーム　▷オンライン開催

3/16 第 8 回「ニューヨーク合唱フェスティバル【中止】 後援文化芸能国際交流機構　▷カーネギー大ホール（米国・ニューヨーク市）
■大阪事務所
2020/4～
2022/3　

第 56 期 電話ボランティア養成講座 後援関西いのちの電話　▷博愛社 5階会議室（大阪市）、大阪府立羽衣青少年センター（高石市）

4/1～5/25
2020 年度「地域保健福祉研究助成」「シニアボランティア活動助成」「ビジネスパーソンボラン
ティア活動助成」 後援
大同生命厚生事業団　▷大同生命厚生事業団

4/16～18 バリアフリー2020【中止】 後援大阪府社会福祉協議会、テレビ大阪、テレビ大阪エクスプロ　▷インテックス大阪（大阪市）

4/18 「全国遷延性意識障害者・家族の会」関西ブロック講演会【中止】 後援全国遷延性意識障害者・家族の会　▷エル大阪（大阪市）

7/19 第 27 回マインドエアロビクス【中止】 後援マインドエアロビクス実行委員会　▷大阪市長居障がい者スポーツセンター

主な後援・協賛・協力事業一覧
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5/31
第 27 回共生・共走リレーマラソン【中止】

後援
共生・共走マラソン実行委員会団体　▷花博記念公園（大阪市）

6/14
第 38 回日本ライトハウス チャリティコンサート【中止】

後援
日本ライトハウス　▷ザ・シンフォニーホール（大阪市）

8/4～9
第 41 回「子どもたちの讃歌」展【中止】

後援大阪府・市教育委員会、大阪特別支援教育諸学校造形教育研究会　▷大阪市立美術館地下展示
室

9/13、
10/10～11

自閉症の子どものキャンプ「のびのびキャンプ」【中止】
後援関西テレビ青少年育成事業団、アサヒキャンプ、大阪府青少年活動財団（ユースサービス大阪）　

▷吉野宮滝野外学校（奈良県吉野町）

3/13
盲導犬育成事業 50 周年記念フェスタ

後援
日本ライトハウス　▷シェラトン都ホテル大阪（大阪市）

3/…13、14、
20、21

令和 2年度「福祉の就職総合フェア SPRING…in…OSAKA」
後援大阪府、大阪府社会福祉協議会・大阪福祉人材支援センター　▷オンラインライブセミナー

（zoomミーティング）

3/28
第 4 回「茶の湯文化にふれる市民講座」【延期】

後援
表千家同門会大阪支部　▷朝日生命ホール（大阪市）

■西部事務所

10/11
第 10 回全九州ろう社会人軟式野球大会

後援
全九州ろう社会人軟式野球連盟　▷福岡県・大牟田市延命球場ほか

5/10、5/31
第 58 回北九州市障害者スポーツ大会【中止】

後援
北九州市、北九州市身体障害者福祉協会ほか　▷北九州市立本城陸上競技場ほか

6/3～8、
6/17～22

第 55 回西部伝統工芸展【中止】
協力

日本工芸会ほか　▷福岡三越、鶴屋百貨店（熊本市）
11/10～
12/10　

第 68 回手足の不自由な子どもを育てる運動
後援

福岡県肢体不自由児協会ほか　▷福岡市など福岡県内主要都市

3/8～3/14
第 39 回「肢体不自由児・者の美術展」【中止】

後援
公益財団法人福岡県肢体不自由児協会ほか　▷福岡市役所ほか

■名古屋事務所
4 月～
10月　

第 72 回赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール
後援

愛知県共同募金会ほか　▷NHK名古屋放送局センタービル

4/12
第 40 回愛知県聴覚障害者体育大会【中止】

後援
愛知県聴覚障害者協会　▷一宮市総合体育館ほか

4/25～
5/16　

令和 2年度愛知県障害者スポーツ大会【中止】
後援

愛知県、愛知県社会福祉協議会　▷名古屋・星ケ丘ボウルほか
4/22～
11/19

第 17 回名古屋市障害者スポーツ大会【中止】
後援

名古屋市ほか　▷名古屋市障害者スポーツセンターほか

5/14～16
第 23 回国際福祉健康産業展～ウェルフェア 2020～【中止】

後援
名古屋国際見本市委員会　▷ポートメッセなごや

6/11～14
第 68 回全国ろうあ者大会 in あいち【中止】

後援
全日本ろうあ連盟　▷名古屋国際会議場

10/19～30
第 37 回福祉施設絵画展

後援名古屋市児童養護連絡協議会、名古屋市知的障害者福祉施設連絡協議会　▷名古屋市・セント
ラルパーク市民ギャラリーほか

9/10～
12/10

第 68 回手足の不自由な子どもを育てる運動
後援

愛知県肢体不自由児協会　▷愛知県内

1月中旬
高次脳機能障害リハビリテーション講習会

後援
同講習会実行委員会　▷Web 配信

11/17
第 68 回愛知県社会福祉大会

後援
愛知県社会福祉協議会ほか　▷愛知県体育館

2/2～2/7
第 55 回名古屋市障害者作品展示会

後援
名古屋市身体障害者福祉連合会　▷名古屋市博物館
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収支／寄付報告

2020 年度　事業活動計算書より抜粋
（2020 年 ４ 月 １ 日～202１ 年 ３ 月 ３１ 日）

単位：円
サービス活動収益 252,136,672 サービス活動費用 472,064,192 
事業収益 26,３３8,１26 事業費用 22４,2４9,３72

高齢者福祉事業 １50,956 高齢者福祉事業 ３6,990,970
児童福祉事業 １,275,09１ 児童福祉事業 １5３,72３,70４
障害者福祉サービス等事業 7４,5４8 障害者福祉サービス等事業 9,8１４,588
医療と公衆衛生 52,500 医療と公衆衛生 ４5,857
朝日福祉ガイド（DVD 他） 2,7１5,770 福祉啓発推進 57４,29１
チャリティー事業 22,069,26１ 朝日福祉ガイド（DVD 他） １,４４7,１１４

チャリティー事業 2１,652,8４8
経常経費寄付金収益 22３,296,6１8
その他の収益 2,50１,928 

人件費 １87,9３３,３４2
事務費 58,8１１,7３４ 
減価償却費 １,057,7３9
徴収不能額 １2,005

サービス活動外収益 483,353 サービス活動外費用 0
受取利息配当金収益 ４8３,３5３

経常増減差額 －2１9,４４４,１67
合計 252,620,025 合計 252,620,025 

詳細は、事業団のホームページをご覧ください。

事業団へのご寄付は総額 2 億 2329 万円
　20 年度に全国の皆さまから当事業団に寄せられたご寄付は 82３5 件。総額 2 億 2３29 万 66１8 円
にのぼりました。ご寄付いただいた皆さまに厚く御礼申し上げます。
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中期計画 2020　～新しい福祉のカタチをめざして～

はじめに
　近年の社会情勢の変化、とくに社会福祉の領域における変化は、かつてないほど急激なものと
なっています。格差の広がりによって地域に要援護者が拡大し、それらに対応していくための地
域を育み、福祉を支える人を育むことが、時代の要請となっています。
　そのような環境の中、社会福祉法人の経営、運営に対しては非常に厳しい批判が社会から向け
られています。2017 年 4月に本格施行された改正社会福祉法はまさに、財務規律やガバナンスの
強化、運営の透明性を社会福祉法人に強く求めています。
　事業団はこれまでも、寄付者のみなさまや福祉の担い手の方々とともに歩み、社会のニーズに
応える事業を展開してきました。ガバナンス強化や運営の透明性の向上への取り組みは、事業団
の運営を改めて見直し、これからの福祉を担うユニークかつ先進的な法人として確固とした運営
基盤づくりをするにあたっては、よい機会であるともいえます。
　このため事業団は、16年度半ばに、事業戦略検討チーム（通称：コアチーム）をつくり、中期
計画づくりに着手しました。
　職員全員が参加する（参加できない人はメールなどで意見をよせる）「みらい会議」を招集して
議論し、おおむね 2020 年までの理念、人、事業、財務、情報についての基本的な方向性をまとめ
ました。
　今回は、私たちの社会的使命（ミッションステートメント）を明確にかかげました。これまで
事業推進の 3本柱としてすえてきた児童、高齢者、障害者という枠組みを超え、次代の福祉に対
応させるべく「地域づくりへの貢献」「福祉を支える人づくり」、それを支える「社会的な支援の
輪の拡大」を事業団の新たな三つの軸とし、あらゆる事業をその実現に向けて展開する形に、理
念や方針を整理いたしました。
　この枠組みにより、各分野を横断するような事業が立ち上げやすくなると考えます。積立金も
事業推進の理念にそって組み替え、その使途を明確にしました。
　さらに事業団の大切な資産である職員の能力やモチベーションがいっそう高まるよう、スキル
アップの場を増やし、働きやすい職場づくりに力を入れます。ソーシャルメディアも積極的に活
用します。
　ミッションステートメントを軸に構築された今回の計画は、これからの事業団を次代の福祉を
担う組織に進化させるものと確信しています。

1．事業団の社会的使命
①ミッションステートメント
　自らの方向性を定め、常に自らを刷新し
ていく指針とすべく事業団の「ミッション
ステートメント」を職員で共有します。
　朝日新聞というブランドを効果的に活用
し、地域と人を育み、支援の輪をつなぐな

〈私たちの使命〉

先駆的に取り組んできた歴史を踏まえて
未来を見すえ、地域と人を育み、支援の
輪をつなぎ、お互いに支え合いだれもが
安心して暮らせる社会をつくる
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かで、誰もが自分らしく安心して暮らしていける社会の実現を、多くの団体や支援者と連携しな
がらめざしていきます。ミッションステートメントには、旧来の児童、障害者、高齢者という枠
組みでは対応しきれない、介護者（ケアラー）の支援や貧困問題への対応など、新しい福祉問題
に積極的に対応していきたいとの思いが込められています。

②職員モットー（事業への向き合い方）
　次代の福祉を担う組織となっていけるよう、
職員モットーをかかげます。新聞メディアの
特性「信頼」「発信力」「情報力」をいかし、
福祉ニーズへの対応やその解決に、これまで
以上にスピーディーに取り組みます。その際
には公正・中立な立場を堅持します。立場の
異なる意見や新たな発想に謙虚な姿勢で対応
し、独りよがりの考え方に陥ることなく、事
業をすすめます。

〈
活
動
モ
ッ
ト
ー
〉

・時代に必要とされる仕事をめざす
・社会的な視点を意識する
・新たな課題の発見に努める
・スピード感をもって仕事にあたる
・効果、効率を追求する
・質の高い仕事をめざす
・常に仕事を刷新する
・持続可能な形をめざす
・当事者を尊重する
・支援者・寄付者の視点を尊重する

2．事業展開
①新「三つの軸」
　事業は社会的使命の達成に向けた手段とし
て位置づけます。各事業については、職員モッ
トーでかかげたように、より当事者、そして
支援者の思いを大切にし、また、絶えず刷新
していくことで、すぐれた事業体としての運
営を担保していきます。
　2017 年度からの新規事業は、この三つの軸の考え方をもとに着手することになります。旧来の
児童、高齢者、障害者といった福祉領域のサービスもこうした概念を取り込み、発展的に展開し
ます。

②地域にも積極的に貢献
　地域で新たな福祉事業を始められるかどうかについて、勉強会を設けて探っていきます。
　地域公益事業についても、責任をもって運営にあたっていきます。すでに多彩な事業を展開し
ていますが、より充実させ地域に発信していきます。

3．拠点と要員
①全国規模で対応
　事業団は朝日新聞各本社に事務局をもち、全国規模で事業を展開しています。今後も全国に目
配りをする姿勢をもちつつ、東京と、西部、名古屋を含む大阪の「2極」体制を続けていきます。
大きな災害などのリスクに備える一方で、人、事業を分散させ、効率的な事業展開ができるよう
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つとめます。また、異動などを含めた職員の交流により、広い視野をもち、グローバルな視点で
事業をすすめることができるようなキャリアアップへの道筋も整えます。

②適正な人数配置
　全国展開をする一方で、それぞれの事情に応じたきめ細かい事業展開を両立させるため、各事
業所に必要な人員を配置していきます。
　いまの地域別の事業費ベースでの内訳は、東京が約70パーセント、西部事務所と名古屋事務所
を含む西日本事業部で約 30パーセントとなっています。当面はこうした割合を念頭におき、それ
に必要な人員配置をしていきます。それぞれの事業所は、本部事務所と連携しつつ、事業所レベ
ルでの財務的に安定した運営をめざしていきます。

③職員のスキルアップ
　質の高い福祉事業の展開には、職員の質の向上が不可欠です。福祉のスペシャリストを招いて
の勉強会といった職員研修を充実させるほか、常に新しい視点で取り組む福祉活動を客観的に評
価検討し、イノベートしていきます。
　多様な働き方ができるよう、育児や介護時の就業を支えるフレックスタイム制の導入などにつ
いて今後検討し、環境整備に取り組みます。

4．財務戦略・ガバナンス強化
①「次世代型積立金」に組み替え
　近年の福祉は、貧困の問題に象徴
されるように、問題が複雑化してい
ます。児童、障害者、高齢者という
旧来の枠組みだけでは対応しづらい
状況が生まれつつあります。
　これに対応するために積立金を「児
童支援」「地域支援」「人材支援」「東
日本震災復興支援」の 4つに分けて
設定します。さらに、それぞれに該
当する事業を仕分けします。今後は
各積立金から各事業に、計画的かつ
適切にお金を使っていきます。児童、高齢者、障害者という会計的な枠組みに収まらない事業に
柔軟に対応していきます。

②新しい収入源の確保に注力
　現在の年間事業規模は 4億円程度で推移しています。金額的には妥当なスケールであると思わ
れます。しかしながら、寄付金収入やチャリティー事業の収入が今後落ち込むおそれがあり、安
定的な資金的な裏づけのない事業団にとっては、収益源をまかなう収益事業をあらたに開拓する
必要性が出てきます。
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　ネット空間を使った新たな寄付受け入れ手法の導入や、新しい視点でのチャリティー事業づく
りなどに、全力をあげて取り組んでいきます。

③財務情報の透明化と管理の徹底
　社会福祉法人に対するガバナンス徹底などの要請が強まっています。事業の収支については、
各事業のフローバランスを注視、全体的収入に応じた支出規模となるように、これまで以上に厳
密な管理をしていきます。事業の妥当性、会計の透明性を確保するため、一定の外部組織等によ
る監査も導入します。

④柔軟なマネジメント
　たとえ、実施することを年度当初に決めた事業であっても、ガバナンスの徹底、リスク低減の
努力などがなされていなければ、直前であっても実施を見送ります。
　事業を進める際には上司と部下が緊密に連絡、意見交換を交わしつつ、おおいに前向きな議論
をしながら、最新のニーズにそった、意義のある事業を手がけていきます。
　また朝日のあたる家のように、他団体を通じて支援している施設の老朽化に対応するメンテナ
ンス費用などについても適切な金額の積み立てを考えておく必要があります。つねに数年先の将
来像を描きながら、運営してまいります。

5．広報展開
SNS（ソーシャルネットワーク）を積極的に活用
　SNSの社会的な影響力は高まる一方です。事業団は法人独自のホームページをもち、その更新
につとめ、催しなどの広報をしていますが、SNSの影響力が大きくなるなか、それらへの適応が
急務となりつつあります。本格的な導入に向けてしっかりとした態勢をつくり、催しのいくつか
でインスタグラム、ツイッター、フェイスブックなどを活用した実験的な取り組みをはじめます。
　また、ウェブマーケティング（グーグルアドワーズを使った広告など）を一部の事業で活用し
始めていますが、これらの活用も積極的に模索していきます。

おわりに
　今、社会福祉法人の制度改革がすすめられています。この中期計画も、この法改正に対応する
内容になっています。この度の改革の趣旨は、社会福祉法人の存在意義を問うものであり、私た
ちはこの要請にしっかりと応えていくべきと考えます。この計画は、新しく求められる社会福祉
法人としての社会的役割、そして事業団としてのこれからの社会的使命を方向づける、重要な役
割を果たすものと考えています。
　今回、おおむね 2020年までの方向性ということでまとめましたが、最新の福祉ニーズに応える
ために修正が必要であれば、期中であっても速やかに変更していきます。常に時代に対応した事
業を展開していく姿勢を貫きます。職員各自の、またご支援ご協力いただいている方々の思いが、
本計画をもとに統合され、新しい福祉のカタチをつくっていけるよう、努力してまいります。
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　朝日新聞厚生文化事業団の設立のきっかけは、1923（大正 12）年 9月 1日の関東大震災の被災
者救援活動です。朝日新聞社は全国から寄せられた義援金や食糧、生活用品を被災者に配り、震
災の翌年末には「歳末同情週間」（現在の「歳末助け合い」）を主催し、紙面キャンペーンや街頭
募金を始め、美術家や作家などの協力を得た「色紙・短冊即売会」（現在の「朝日チャリティー美
術展」を催しました。これらの寄金を食糧や衣料品にかえて生活に困る人々に贈りました。

　その後、世界的な経済恐慌で生活困窮者が増え、社会問題が続発したため、28年 1月に「社団
法人朝日新聞社会事業団」を大阪朝日新聞社に創設しました。「歳末同情週間」の寄金で生活困窮
者に慰問袋や無料診察券、常備白米券を配り、困窮者への「出世資金」の貸し出しや農繁期託児
所の開設、水上生活者のための無料診療船巡航などを実施しました。学校に弁当を持参できない
子どもたちの「欠食児童給食運動」キャンペーンは、現在の学校給食のきっかけとなりました。
大阪に公衆衛生訪問婦協会を設立し、保健・育児など多岐にわたる活動は日本の保健師制度の基
礎を築きました。

　第二次大戦後は、戦災者や引き揚げ者への家庭常備薬や医療品の配布、傷病兵慰問などの援護
事業から始まりました。廃墟の中での明るい話題は、49年 9月にインドのネール首相から贈られ
た象「インディラ」の「移動動物園」でした。半年間で東日本 18都市を回り、子どもたちの笑顔
を取り戻しました。
　52年に社会福祉事業法が制定され、朝日新聞社の東京・大阪・西部各本社にそれぞれ独立の社
会福祉法人を設け、「朝日新聞厚生文化事業団」と改称しました。63 年には大阪事業団の名古屋
支部が独立し、全国展開事業とともに地域福祉事業の推進に着手しました。

　戦後の復興とともに本格的な社会福祉事業への取り組みが始まり、児童福祉法施行 5周年を記
念して大阪に「アサヒ生駒山キャンプセンター」を開設、児童養護施設の中学生修学旅行や福祉
施設で暮らす高齢者の温泉旅行も始まりました。54年 8月に第 1回の「朝日夏季保育大学」が開
かれ、56年 2月から始まった「この子たちの親を探そう」運動は、戦争で生き別れた親子 146 組
の対面を実現しました。
　ハンセン病の正しい理解と患者支援のために「大阪ハンセン病協力会」を設立し、「アサヒベ
ビー相談室」を大阪・名古屋のデパートで開設したほか、大学医学部による全国の無医地区診療
など、医療と公衆衛生事業にも力を注ぎました。
　59年 9月の伊勢湾台風、64年 6月の新潟地震では被災地に朝日診療車が出動して被災者救護に
あたり、全国からの救援物資を配布しました。

　高度経済成長と共に事業を拡大しました。三重県多徳島の「アサヒ志摩キャンプセンター」、愛
知県梶島の「アサヒキャンプセンター」、千葉県保田海岸の「朝日臨海福祉センター」、大分県九
重町の「朝日高原福祉センター」を開設し、福祉施設の子どもや障害のある子どもが参加するキャ
ンプ事業が始まりました。また、激増する交通遺児家庭への支援活動を始め、視覚障害の学生の

朝日新聞厚生文化事業団のあゆみ



- 57 -

ための奨学金制度も創設しました。
　障害のある人や難病患者への支援も本格化し、電動タイプライター・電動車いすの贈呈や普及
キャンペーンを展開。福祉のまちづくりを進める「車いす市民交流集会」や、福祉先進国を訪ね
る「車いすヨーロッパの旅」も始まりました。
　「ヨーロッパの旅」は障害のある人の海外旅行の先駆けとして注目され、これらの集会や旅の参
加者の多くが、障害のある人の自立生活運動の中心となりました。また、「朝日ボランティア奨励
金」「朝日福祉設備助成金」（86年に「朝日福祉助成金」に統合）を相次いで創設、各地でボラン
ティア講座を開くなど、草の根福祉活動の支援を進め、認知症など介護の必要な高齢者の問題に
対応する「アサヒ老人家族相談室」も開設しました。

　81年の国際障害者年には「障害者の自立を考えるシンポジウム」を全国で開催し、ノーマライ
ゼーションの理念を基に、コミュニケーション・プリンターや手書き電話、福祉電話装置「ふれ
あい」などの贈呈運動を展開しました。精神障害者の医療や福祉の先進国である欧米 5カ国に視
察団を派遣し、日中平和友好条約締結 10 周年を記念した「日本・中国車いす市民友好相互交流」
も実施しました。
　また、自閉症の支援システム「TEACCH（ティーチ）プログラム」に着目、米国ノースカロラ
イナ大学から講師を招いて研修会を開き、ガイドブックやビデオを制作・頒布するなど、本格的
な普及活動を開始。2002 年からはその実践者千人余りが集う「自閉症カンファレンスNIPPON」
を開催しました。同時に学習障害児（LD）の理解を進める公開相談会や、深刻な社会問題となっ
た青少年の「ひきこもり」問題を考えるシンポジウムも各地で開きました。
　手話の普及とボランティア活動・福祉教育の推進をはかる「全国高校生（大学生）の手話のス
ピーチコンテスト」は 84年にスタートしました。91年からの「アジア障害者の 10年」にあたり、
全国の障害者施設・団体と協力して、タイ・ベトナム・カンボジア・フィリピンなどに車いすを
贈る運動を展開、障害のある現地の人が車いすを制作・修理する工場を開設しました。

　一方、83年のアフリカ飢餓救援キャンペーンをはじめ、国内外で起こった災害に対応して、救
援募金を呼びかけてきました。91年には「チェルノブイリに光を」キャンペーンを開始、広島・長
崎の赤十字病院で被災地の子どもを診療し、現地の医師が被曝（ひばく）治療の研修を受けました。
　95 年 1 月の阪神淡路大震災では、救援拠点として「朝日ボランティア基地」を開設し、高齢
者・障害のある人への緊急援助や仮設住宅世帯、アジアからの留学生、被災児への支援など多岐
にわたって活動。2004年の新潟県中越地震では、被災者の心のケアをはかる事業を展開しました。
この実績は 11年 3月の東日本大震災でも生かされ、両親を失った子どもに一時金を贈る「こども
応援金」や、岩手県陸前高田市の地域交流施設「朝日のあたる家」の開設など、独自の救援事業
に取り組んでいます。

　東京・大阪・西部・名古屋で独立して活動してきた各事業団は 01 年 4 月 1 日に合併して、「社
会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団」となり、18 年には創立 90 周年を迎えました。新聞社の福
祉事業として、常に社会の変化やニーズを先取りし、社会意識を高めるための取り組みを続けて
います。
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名　簿

理事・監事・評議員名簿（敬称略、順不同）

（2021 年 3 月 31 日現在、理事 6人　監事 2人　評議員 7人）

理事長	 飯田 真也	 朝日新聞社相談役
業務執行理事	 鈴木 健	 朝日新聞厚生文化事業団理事
理　事	 炭谷 茂	 社会福祉法人恩賜財団済生会理事長　元環境事務次官
同	 早瀬 昇	 社会福祉法人大阪ボランティア協会理事長
同	 越村 佳代子	 元社会福祉法人こどもの国協会常勤理事・副園長
同	 服部 万里子	 服部メディカル研究所所長

監　事	 亀岡 保夫	 公認会計士　大光監査法人理事長
同	 狩野 信夫	 社会福祉法人けやき福祉会常務理事（業務執行理事）

評議員	 石川 到覚	 大正大学名誉教授
同	 杉村 全陽	 社会福祉法人テレビ朝日福祉文化事業団事務局長
同	 大塚 晃	 一般社団法人日本発達障害ネットワーク副理事長
同	 大谷 泰夫	 社会福祉法人日本保育協会理事長
同	 小林 秀樹	 社会福祉法人東京都社会福祉協議会事務局長
同	 水野 雅生	 ミズノプリテック株式会社会長
同	 石神 和美	 朝日新聞社CSR担当補佐兼CSR推進部長

職員名簿（2021 年 3 月 31 日現在）

【本部】（東京）
事務局長　　　是永一好
事業第一部長　野崎貴士
事業第二部長　宮前　賢
管理担当部長　山本　剛
広報担当部長　河田有子

落合すが子
勝見文子
古屋厚子
富岡信幸
中村宣人
松岡百合

【大阪事務所】
西日本事業部長
兼大阪事務所長　山本雅彦

北村美樹
小倉玲子
藤本祐子
森田英枝

【西部事務所】
事務所長	 上原　啓
専門委員（西部在勤）
	 福田年之

【名古屋事務所】
事務所長	 岡本真幸
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